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た
。
会
員
の
交
流
と
団
結
は
、

校
友
憲
章
に
基
づ
い
て
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
法
政
大
学
か
ら

徳
安
彰
常
務
理
事
、
小
川
浩
幸

法
人
統
括
本
部
長
、
校
友
連
合

会
か
ら
桑
野
会
長
、
岡
田
副
会

長
ほ
か
役
員
、
組
織
部
会
な
ど

が
地
域
団
体
・
諸
団
体
等
の
会

合
へ
積
極
的
に
出
席
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
構
成
団
体
と
の
相
互

理
解
も
生
ま
れ
、
一
体
感
の
醸

成
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
都
道
府
県
一
校
友
会
体
制

は
、
45
都
道
府
県
（
９
月
設
立

予
定
の
一
県
を
含
む
）
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
も
既
存

校
友
会
・
支
部
と
の
活
性
化
と

新
支
部
の
増
大
を
図
っ
て
い
き

ま
す
」
と
岡
田
総
務
担
当
副
会

長
が
報
告
。

　
第
２
号
議

案
、
同
財
務
報

告
に
つ
い
て
、

中
山
重
臣
財
務

担
当
副
会
長
か

ら
収
支
決
算

報
告
と
説
明
の

後
、
第
３
号
議

案
・
監
査
報
告

が
矢
部
豊
監
事

か
ら
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
満
場

一
致
で
承
認
。

　
第
４
号
議
案
、
平
成
25
年
度

事
業
計
画
案
（
報
告
・
岡
田
副

会
長
）、
第
５
号
議
案
、
同
予

算
案
（
報
告
・
豊
田
財
務
部
会

長
）
は
、
と
も
に
承
認
さ
れ
た
。

　
引
き
続
き
、
報
告
事
項
と
し

て
校
友
会
資
産
の
調
査
内
容
を

中
山
副
会
長
が
報
告
し
承
認
。

　
豊
田
財
務
部
会
長
が
、
同
資

産
を
計
上
し
た
新
予
算
案
を
説

明
さ
れ
た
。

　
第
６
号
議
案
、
新
し
い
組
織

（
一
般
社
団
法
人
化
）
に
つ
い

て
、
第
７
号
議
案
、
新
し
い
組

織
の
関
連
事
項
、
定
款
・
定
款

付
属
規
定
、
終
身
会
費
、
校
友

会
館
建
設
等
に
つ
い
て
、
桑
野

会
長
か
ら
報
告
と
説
明
が
行
わ

れ
た
。
報
告
事
項
、
第
６
号
議

案
、
第
７
号
議
案
と
も
に
承
認

さ
れ
、
新
年
度
が
始
動
。

　
懇
親
会
は
、
大
学
か
ら
増
田

壽
男
総
長
、
徳
安
常
務
理
事
、

後
援
会
か
ら
千
葉
大
一
後
援
会

会
長
な
ど
を
迎
え
て
開
か
れ
た
。

　
佐
々
木
郁
夫
副
会
長
の
開
会

の
辞
の
後
、
増
田
総
長
が
「
法

政
大
学
は
「
自
由
と
進
歩
」
の

建
学
の
精
神
に
基
づ
き
つ
つ
、

本
学
の
魅
力
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
「
そ
の
先
の
自
分
を
創
る
」

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ワ
ー
ド
を
策
定
し
、
社
会

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
校
友
連
合
会
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ワ
ー
ド

を
各
支
部
に
広
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
千
葉
後
援
会
会
長
が

「
法
政
大
学
並
び
に
そ
の
卒
業

生
の
た
め
に
発
足
さ
れ
る
新
し

い
卒
業
生
組
織
に
、
本
年
度
卒

業
生
よ
り
入
会
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
後
援
会
と
し
て
非
常
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
後
援
会

と
し
て
は
引
き
続
き
、
大
学
、

新
卒
業
生
組
織
と
連
携
し
て
、

学
生
支
援
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
徳

安
常
務
理
事
の
挨
拶
・
乾
杯
で

開
宴
と
な
っ
た
。

　
増
田
総
長
、
徳
安
常
務
理
事
、

　
川
慎
一
連
携
室
長
、
千
葉
後

援
会
会
長
ら
大
学
、
後
援
会
な

ど
の
ご
来
賓
を
囲
ん
で
の
和
や

か
な
懇
親
の
オ
レ
ン
ジ
の
輪
が

広
が
り
盛
り
上
が
っ
た
。

　
最
後
に
原
正
成
応
援
団
長
の

リ
ー
ド
で
ロ
ン
ド
を
組
み
校
歌

斉
唱
を
行
い
散
会
と
な
っ
た
。

 

３
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

 

お
役
立
ち
に
と
会
長

わ
れ
て
い
る
共
通
理
念
、
母
校

に
対
す
る
貢
献
、
母
校
愛
そ
し

て
母
校
に
対
す
る
誇
り
で
あ

り
、
こ
れ
を
全
て
の
判
断
と
活

動
の
基
本
と
す
る
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
法
政
大

学
の
理
念
「
自
由
と
進
歩
」
に

基
づ
く
３
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実

現
し
て
い
く
大
学
に
、
我
々
が

い
か
に
お
手
伝
い
す
る
か
を
基

本
に
す
る
こ
と
で
、
大
学
も
大

き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
ま

ず
大
学
と
校
友
連
合
会
の
共
通

目
標
都
道
府
県
一
校
友
会
、
そ

し
て
後
援
会
と
の
関
係
を
深
め

る
た
め
に
平
成
25
年
度
よ
り
卒

業
生
を
全
て
校
友
会
組
織
に
入

れ
る
こ
と
を
決
定
。
新
卒
業
生

は
終
身
会
費
を
支
払
い
、
大
学

が
代
理
徴
収
を
す
る
が
会
計
責

任
は
校
友
連
合
会
が
持
つ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
私
達
は
今
年

の
半
期
は
こ
の
た
め
の
受
入
れ

　
平
成
25
年
度
団
体
責
任
者
会

議
が
、
議
員
総
数
１
７
１
人
、
出

席
者
１
１
７
人
、
委
任
状
33
通

で
会
議
は
成
立
し
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、
豊
田
信
哉
財
務
部

会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
岡
田

安
弘
総
務
担
当
副
会
長
の
開
会

の
辞
の
あ
と
、
校
友
の
物
故
者

へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

　
桑
野
秀
光
会
長
は
「
私
は
基

本
方
針
と
し
て
校
友
憲
章
に
謳

体
制
を
作
る
こ
と
に
懸
命
と
な

り
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
吸
い
上

げ
本
日
の
総
会
を
迎
え
ま
し

た
」
と
力
強
く
挨
拶
。

　
桑
野
会
長
が
東
京
都
校
友
会

会
長
の
阿
部
鞏
氏
を
議
長
、
副

議
長
に
北
九
州
支
部
長
の
森
實

貴
幸
氏
を
選
出
し
、
議
案
の
報

告
と
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
議
事
は
、
平
成
24
年
度
の
事

業
報
告
、
同
財
務
報
告
・
監
査

報
告
、
平
成
25
年
度
の
事
業
計

画
案
、
同
予
算
案
と
報
告
事
項

の
順
で
進
め
ら
れ
た
。

　
な
お
、
議
事
録
署
名
人
に
は

佐
藤
敏
夫
議
員
、
小
倉
久
子
議

員
が
指
名
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
、
平
成
24
年
度

事
業
報
告
に
つ
い
て
、「
校
友

連
合
会
は
平
成
14
年
10
月
１
日

発
足
よ
り
、
今
年
で
11
期
目
を

終
了
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

「
会
員
の
交
流
と
団
結
」「
都
道

府
県
一
校
友
会
」
に
向
け
て
組

織
の
確
立
を
目
指
し
、
事
業
計

画
案
を
基
に
構
成
団
体
と
の
交

流
と
団
結
を
図
っ
て
き
ま
し

法政大学校友憲章

 〈行動指針〉
Ⅰ.校友は、世代・出身・立場を超えた共通
の理念のもとで、母校への貢献を果たす。

Ⅰ.校友は、母校への誇りと母校愛を醸成し、
母校へのロイヤリティーを高めることを
使命とする。

Ⅰ.校友は、「開かれた法政21」における
社会との接点となり、これを推進する。

Ⅰ.校友は、強力な連携と支援体制により、
母校の校格を向上させる。

Ⅰ.校友は、母校の教学改革を後押しし、
	 その実現に向けて物心両面で協力する。
Ⅰ.校友は、相互に連帯意識をもち、魅力
的で活力あるネットワーク組織を形成
する。

　われわれ法政大学校友は、母校の
伝統風土である「よき師 よき友 つど
ひ結べり」の精神を継承し、21世紀の
ビジョン「開かれた法政21」の実現の
もと、母校の校格を向上させることを
目的として、強力な支援体制を築く。
　また、「母校への誇り、母校愛、母校
への貢献」を共通理念として、校友が
一体となった活力ある組織を形成す
るものである。

共
に
承
認
可
決
。
法
人
化
に
。

 

24
年
実
績

一
般

 

25
年
計
画

社
団

場  所 ホテルグランパシフィック
LE  DAIBA
東京都港区台場 2-6-1

会  費 12,000 円 
（家族・同伴者は 8,000 円）予定

法政大学校友会主　催

日  時 2014 年1月26 日（日）

オール法政新年を祝う会

誇り
愛
貢献

平成25年度 団体責任者会議開く

大学・後援会・校友会三位一体でオレンジ共創
明日を創る新生校友会が誕生!!明日を創る新生校友会が誕生!!明日を創る新生校友会が誕生!!

 

相
互
理
解
・
一
体
感

 

45
都
道
府
県
に
誕
生

 

校
友
会
館
建
設
準
備

 

一
般
社
団
法
人
化
で

 

懇
親
の
オ
レ
ン
ジ
輪

 

ロ
ン
ド
で
校
歌
斉
唱

歴
史
と
伝
統
を
ベ
ー
ス
に
進
化
発
展

  

都
道
府
県
一
校
友
会
…
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  

会
員
の
交
流
と
団
結
…
校
格
向
上
支
援

　
明
日
の
新
生
校
友
会
を
創
る
た
め
の
平
成
25
年
度
団
体
責
任
者
会
議
が
、
６
月
29
日
（
土
）
午
後
1

時
か
ら
全
国
の
地
域
団
体
、
学
部
・
付
属
同
窓
会
、
卒
業
生
団
体
な
ど
の
議
員
が
出
席
し
、
東
京
・
市

ケ
谷
の
法
政
大
学
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
議
長
に
阿
部
鞏
氏
、
副
議
長
に
森
實
貴
幸
氏
が
選
任
さ
れ
、
24
年
度
の
事
業
、
財
務
、
監
査
の
報
告

と
25
年
度
の
事
業
、
予
算
案
が
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　
次
い
で
、
１
３
３
年
の
「
自
由
と
進
歩
」
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
中
で
、
43
万
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、

校
友
憲
章
に
謳
わ
れ
た
母
校
に
対
す
る
誇
り
・
愛
・
貢
献
の
共
通
理
念
を
共
創
精
神
で
活
性
化
す
べ
く
、

新
し
い
組
織
創
り
の
た
め
六
大
学
初
の
一
般
社
団
法
人
化
と
新
組
織
の
関
連
事
項
が
審
議
さ
れ
可
決
し
た
。

　
24
年
度
か
ら
毎
年
約
７
千
人
の
卒
業
生
が
年
度
同
期
会
と
し
て
、
終
身
会
費
を
大
学
が
代
理
徴
収
し
、

従
来
の
校
友
連
合
会
は
新
た
に
一
般
社
団
法
人
の
新
生
校
友
会
に
進
化
発
展
。
大
学
・
後
援
会
と
共
に

三
位
一
体
で
ロ
ン
ド
を
組
み
創
り
変
わ
り
ま
す
。（
文
・
宮
本
幸
彦
／
写
真
・
構
成
　
伊
藤
正
義
）

縁
と
絆
が
深
ま
る
懇
親
会
会
場
＝
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

団
体
責
任
者
会
議
の
会
場
＝
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

手を携えて「明日の法政」の共創を誓う桑野会長（中央）と増田総長（右）と
千葉後援会会長（左）＝スカイホール控室
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長い歴史と伝統を持つ現在の卒業生組織
をベースに

2014年4月「新たな卒業生組織」が誕生

1
．
校
友
連
合
会
は
11
年
目
を

迎
え
て
お
り
、
目
的
で
あ
っ

た
校
友
会
の
立
て
直
し
を
着

実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
、
多
様
な
同
窓
会
を
一
本

化
し
、
ゆ
る
や
か
な
連
合
を

目
指
し
活
動
し
な
が
ら
、
そ

の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

2
．
今
般
改
革
の
必
要
性
が
生

じ
た
の
は
、
４
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
大
学
の
校
友
と
の
連

携
強
化
策
の
一
環
で
も
あ
り

ま
す
。

3
．
昨
年
、
大
学
、
教
授
会
、

後
援
会
そ
し
て
校
友
連
合
会

が
参
加
す
る
共
同
事
業
委
員

会
で
、
新
し
い
卒
業
生
約

７
０
０
０
人
が
校
友
会
の
年

度
同
期
会
と
し
て
参
加
さ

れ
、
終
身
会
費
３
万
円
も
校

友
会
の
会
計
責
任
の
下
に
管

理
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
今
で
も
５
０
０
０
人
弱

の
会
員
の
管
理
も
十
分
で
な

く
、
未
経
験
の
領
域
と
な
り

ま
す
。

4
．
こ
れ
を
受
け
て
、
校
友
連

合
会
は
役
員
会
、
部
会
、
大

学
、
後
援
会
、
有
識
者
等
で

議
論
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
、

会
員
の
満
足
度
を
追
求
し
な

が
ら
組
織
の
透
明
性
、
発
展

性
な
ど
を
考
慮
し
た
組
織
に

す
る
事
と
し
ま
し
た
。

5
．
検
討
の
結
果
「
一
般
社
団

法
人
」
化
を
目
指
す
事
と
し

ま
し
た
。
透
明
性
を
担
保
と

し
ま
す
法
人
と
な
れ
ば
、
今

の
任
意
団
体
で
あ
る
校
友
連

合
会
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
規
制

を
受
け
ま
す
が
、
オ
ー
ル
法

政
の
卒
業
生
組
織
と
し
て
大

学
な
ら
び
に
卒
業
生
の
み
な

ら
ず
、
在
学
生
や
父
母
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
組
織
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

6
．
皆
さ
ん
と
と
も
に
活
気
に

満
ち
た
、
誇
り
の
持
て
る
卒

業
生
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

7
．
構
成
団
体
は
、
年
度
同
期

会
（
→
カ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
、

卒
業
後
５
年
、
10
年
、
20
年
）、

学
部
同
窓
会
、
付
属
校
同
窓

会
、
地
域
校
友
会
（
→
10
ブ

ロ
ッ
ク
）、
そ
の
他
の
卒
業
生

団
体
（
→
拡
大
）
の
５
団
体
。

8
．
組
織
の
説
明
（
別
載
）

9
．
新
会
費
制
度
（
別
載
）

10
．
事
業
計
画
　
キ
ャ
リ
ア
支

援
、
広
報
事
業
、
イ
ベ
ン
ト

事
業
、
校
友
会
館
建
設

11
．
暫
定
期
間
２
年

　
２
０
１
５
年
３
月
ま
で

①
名
称
　
一
般
社
団
法
人
法
政

大
学
校
友
会
と
称
し
ま
す
。

②
目
的
事
業
　
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
母
校
法
政
大
学
の

発
展
に
寄
与
す
る
事
を
目
的

と
し
、

・
母
校
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

・
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た

め
の
事
業

・
大
学
後
援
会
構
成
団
体
と
の

共
同
事
業
、
支
援
事
業
お
よ

び
社
会
に
貢
献
す
る
事
業

・
会
員
へ
の
情
報
発
信
と
会
報

発
行
の
た
め
の
事
業

・
会
員
お
よ
び
構
成
団
体
の
個

人
情
報
の
管
理
お
よ
び
保
護

等
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

③
会
費
　
・
新
法
人
は
会
員

の
属
す
る
地
域
団
体
、
学

部
、
付
属
校
、
年
度
同
期

会
、
そ
の
他
の
卒
業
生
団
体

お
よ
び
個
人
を
も
っ
て
構
成

し
ま
す
。
年
度
同
期
会
は

２
０
１
３
年
度
卒
業
生
に
始

ま
り
在
学
中
に
終
身
会
費
を

支
払
っ
た
卒
業
生
が
毎
年
所

属
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で

す
。

・
法
政
大
学
を
卒
業
し
た
人
が

全
て
基
本
会
員
と
な
り
ま
す

が
、
法
人
の
正
社
員
は
終
身

会
費
を
支
払
っ
た
人
と
な
り

ま
す
。

・
２
０
１
３
年
度
以
前
の
卒
業

生
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
終

身
会
費
を
支
払
っ
た
人
だ
け

が
正
会
員
と
な
り
ま
す
。

・
但
し
終
身
会
費
の
支
払
方
法

は
、
①
３
万
円
一
括
払
い
②

年
額
１
万
円
を
３
年
分
割
払

い
③
年
額
５
千
円
を
６
年
分

割
払
い
④
年
額
３
千
円
を
10

年
分
割
払
い
等
が
あ
り
ま
す
。

・
構
成
団
体
に
つ
い
て
は
会
員

50
人
（
う
ち
正
会
員
40
人
以

上
で
基
本
会
員
を
含
み
50

人
）
に
つ
き
1
人
の
代
表
議

員
す
な
わ
ち
社
員
を
選
出
で

き
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
社
員
　	

新
法
人
の
社
員
は

構
成
団
体
お
よ
び
個
人
よ
り

選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た

代
表
議
員
を
も
っ
て
社
員
と

さ
れ
ま
す
。

　
　
代
表
議
員
す
な
わ
ち
社
員

は
正
会
員
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

⑤
社
員
総
会
　
社
員
総
会
は
新

法
人
の
最
高
議
決
機
関
で
あ

り
、
全
社
員
に
よ
っ
て
組
織

さ
れ
ま
す
。
決
議
事
項
は
計

算
書
類
の
承
認
、
理
事
お
よ

び
監
事
の
選
任
ま
た
は
解

任
、
定
款
の
変
更
等
を
含
み

ま
す
。

⑥
役
員
　
理
事
20
人
以
上
35
人

以
内
、う
ち
１
人
を
会
長
（
代

表
理
事
）
と
し
、
う
ち
14
人

を
業
務
執
行
理
事
と
す
る
。

監
事
は
５
人
以
内
と
す
る
。

・
新
法
人
の
活
動
方
針
に
関
連

し
て
事
業
計
画
と
予
算
が
あ

り
、
次
の
計
画
で
あ
る
。

・
終
身
会
費
の
65
％
を
校
友
会

館
建
設
費
と
し
、
用
地
は
大

学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
ま
た
は

隣
接
地
に
求
め
、
建
物
は

２
０
２
５
年
完
成
を
目
標
と

す
る
。

・
終
身
会
費
５
％
　
卒
業
生

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
費
用

・
終
身
会
費
30
％
　
新
法
人

運
営
費
　
た
だ
し
大
学
よ

り
支
援
を
受
け
て
い
る
約

２
６
０
０
万
円
は
支
援
終
了

と
な
る
。

　
　
基
本
（
骨
子
）

　
　
法
人
化
の
要
因

１

　
　
新
し
い
卒
業
生

　
　
組
織
の
概
要

2

　
　
終
身
会
費
の
使
途

3

北信ブロック
　富山県校友会　（富山）
　石川県校友会　（石川）
　福井県校友会　（福井）
　長野県校友会　（長野・松本・軽井沢 ･ 長野東信）

北海道ブロック
　北海道校友会　（旭川・岩見沢・小樽・帯広・北見・釧路・
　　　　　　　　  札幌・斜里・苫小牧・函館・室蘭）
東北ブロック　
　青森県校友会　（青森・八戸・弘前）
　岩手県校友会　（岩手）
　宮城県校友会　（宮城）
　秋田県校友会　（秋田・能代山本）
　山形県校友会　（山形・酒田・鶴岡・米沢）（9/29 予定）
　福島県校友会　（福島・いわき・郡山・会津）

中四国ブロック
　鳥取県校友会　（鳥取県西部）
　島根県校友会　（松江・出雲・浜田市法友会）
　岡山県校友会　（岡山）
　広島県校友会　（広島・呉・備後）
　山口県校友会　（山口・岩国・宇部・小野田 ･ 下関・防府・萩）
　徳島県校友会　（徳島）
　香川県校友会　（香川）
　愛媛県校友会　（愛媛・松山・今治）
　高知県校友会　（高知）

北関東ブロック　
　茨城県校友会　　（日立・茨城・茨城県南・水戸・茨城県西）
　栃木県校友会　　（宇都宮・小山・鹿沼・佐野）
　群馬県校友会　　（桐生・高崎・館林）
　埼玉県校友会　　（川越・埼玉・飯能・深谷・川口）
　千葉県校友会　　（千葉中央・松戸・外房・成田・美浜・木更津・山武郡市）
　新潟県校友会　　（新潟・柏崎・十日町・長岡富士見会・小千谷魚沼）
南関東ブロック　
　神奈川県校友会　（横浜・鎌倉・相模・湘南・厚木・川崎）
　静岡県校友会　　（静岡・熱海・清水・沼津・浜松 ･ 富士・三島）
　山梨県校友会　　（山梨）
東京ブロック　
　東京都校友会　　（ 葛飾・荒川・江戸川・江東・品川・杉並・世田谷・台東・板橋
　　　　　　　　　　中央・千代田 ･ 豊島・中野・練馬・港・目黒・渋谷・八王子
　　　　　　　　　　府中・三鷹・東京多摩北部・日野・多摩・東東京）

中部ブロック
　岐阜県校友会　（岐阜）
　愛知県校友会　（半田・愛知・岡崎・名古屋・碧海）
　三重県校友会　（三重）

関西ブロック
　滋賀県校友会　（滋賀）
　京都府校友会　（京都）
　大阪府校友会　（大阪）
　兵庫県校友会　（兵庫）

九州・沖縄ブロック
　福岡県校友会　　（福岡・北九州・筑豊・福岡県南）
　佐賀県校友会　　（佐賀）
　長崎県校友会　　（長崎・佐世保・諫早）
　熊本県校友会　　（熊本・八代）
　大分県校友会　　（大分）
　宮崎県校友会　　（宮崎）
　鹿児島県校友会　（鹿児島）
　沖縄県校友会　　（沖縄）

地域校友会

終身会員募集
 ＜特別期間：2013 年 4 月１日〜 2014 年 3 月 31 日＞

終身会費 3 万円の納入方法は、4 つの方法がございます。
　1．3 万円一括払い
　2．年額 1 万円  3  年分割払い
　3．年額 5 千円  6 年分割払い
　4．年額 3 千円 10 年分割払い
　※特別期間措置：
　　特別措置は卒業後 50 年経過者、
　　終身会費 1 万 5 千円一括払いとする。
　※会費納入方法は 1 〜 4 を選択ください。

●各構成団体に終身会員勧誘活動を委託お願いいたします。
　学部同窓会・付属校同窓会・地域校友会・サークル団体・
　その他団体の事務局を活動の基点とし活動をお願い、
　確認事項や入会申込手続は、 各団体事務局経由にて
　校友連合会事務局宛お申し付け願います。

●入会申込必要事項（必ず明記下さい）
　①氏名（旧姓）　　②生年月日　　③現住所（TEL、FAX、メール）
　④卒業年月　　⑤学部・学科・ゼミ名
　⑥職業（現役職業）、役職等　　⑦所属団体名

●お問い合わせ、ご連絡は校友連合会事務局まで
　TEL : 03-3264-1831 
　FAX : 03-3264-4770
　Email : jimukyoku@hoseinet.com

分割払いは口座
引き落としにより納入

学部同窓会

法学部同窓会
文学部同窓会
経済学部同窓会
社会学部同窓会
経営学部同窓会
理系同窓会

その他の主な卒業生団体

法政財界人倶楽部 応援団OB会
法政会計人会 法政大学駅伝友の会

橙法会（不動産鑑定） 硬式野球部OB会
公認会計士法友会 法政剛柔会
経営者懇談会 文化シャッター法友会

東京法政ライオンズクラブ 法友体育会

年度同期会

2013 年度同期会

2014 年度同期会

2015 年度同期会

付属校同窓会

法政高校同窓会

法政二高同窓会

法政女子高同窓会

一般社団法人「法政大学校友会」

一般社団法人「法政大学校友会」のしくみ

社員／年度同期会・地域団体・学部同窓会
付属校同窓会・その他の卒業生団体

決議機関／代表議員会議 ( 社員総会 )

会務の執行／部会
総務部会・組織部会・財務部会

事業部会・広報部会

業務執行機関／理事会

監査機関／監事

理事／副会長

代表理事
会長

（順不同）
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─
桑
折
さ
ん
の
出
身
地
は
ど
ち

ら
で
す
か
。

　
福
島
県
の
伊
達
市
で
す
。
伊

達
郡
か
ら
伊
達
市
に
変
わ
り
ま

し
た
。
原
発
か
ら
50
〜
60
キ
ロ

は
離
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
放

射
能
の
高
い
所
で
す
。
高
校
は

　
法
政
大
学
工
学
部
に
入
学
し
た
桑こ

折お
り

さ
ん
は
、
す
ぐ
に
工
学
部

体
育
連
合
会
（
工
体
連
）
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
入
り
、
青
春
時
代

を
ク
ラ
ブ
活
動
に
費
や
し
た
。
そ
れ
は
卒
業
後
の
彼
の
進
路
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
就
職
当
時
か
ら
、
や
が
て

は
海
外
に
出
て
行
き
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
「
夢
」
を
持
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
攻
め
の
運
動
に
共
通
し
た
も
の

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
１
年
後
に
青
年
海
外
協
力
隊
に
志
願
し

て
、
ア
フ
リ
カ
に
行
き
、
水
を
引
く
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
そ
の
後
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
現
在
の
会
社
を
起
こ
し
た
。
そ
れ
か
ら
30

年
後
の
２
０
１
２
年
12
月
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
証
券
取
引
所
に
株

式
上
場
を
果
た
し
た
。
株
式
上
場
を
決
心
し
て
か
ら
わ
ず
か
９
ヶ

月
で
夢
を
叶
え
た
こ
と
に
な
っ
た
。
今
回
来
日
し
、
多
忙
の
中
を

取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
。

保
原
高
校
を
出
ま
し
た
。

─
大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
生
活

は
ど
ん
な
で
し
た
か
。

　
入
学
と
同
時
に
工
体
連
の
ボ

ク
シ
ン
グ
部
に
入
り
、
練
習
に

明
け
暮
れ
ま
し
た
。
階
級
は
ラ

イ
ト
ミ
ド
ル
級
で
す
。
部
員
は

10
人
位
お
り
ま
し
た
。
３
年
の

時
に
東
京
都
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
大
阪
の
ゼ
ネ
コ
ン
の
会
社
に

就
職
し
ま
し
た
が
、
１
年
位
し

て
辞
め
ま
し
た
。
海
外
に
行
き

た
い
と
い
う
「
夢
」
を
持
っ
て

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
お
金
も

な
い
の
で
、
青
年
海
外
協
力
隊

の
話
を
聞
き
試
験
を
受
け
た
ら

合
格
し
ま
し
た
。
広
尾
に
宿
舎

が
あ
り
３
ヶ
月
間
言
葉
な
ど
勉

強
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ア
フ

リ
カ
の
マ
ラ
ウ
イ
に
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

─
ど
ん
な
こ
と
を
や
り
ま
し
た
か
。

　
水
道
隊
で
山
か
ら
水
を
引

き
、
学
校
と
か
部
落
に
水
を
供

給
す
る
仕
事
で
２
年
間
や
り
ま

し
た
。
食
事
は
、
米
が
な
い
の

で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
粉
を
練
り

食
べ
ま
し
た
。
マ
ラ
リ
ヤ
病
に

も
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

日
本
に
戻
り
、
そ
の
後
グ
ア
ム

島
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

ア
メ
リ
カ
軍
の
仕
事
を
や
り
ま

し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
４

〜
５
年
で
海
外
か
ら
撤
退
し
ま

し
た
。
日
本
に
戻
り
、
先
輩
の

松
本
さ
ん
か
ら
紹
介
さ
れ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
建
材
会
社
に
勤

め
ま
し
た
。

─
こ
の
後
に
独
立
し
た
の
で
す
か
。

　
１
９
８
２
年
に
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。
最
初
は
下
請
け
、

孫
請
け
の
仕
事
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
３
、４
年
は
給
与

も
も
ら
え
ず
、
苦
労
の
連
続
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
会
社

も
落
ち
着
い
て
き
て
給
与
を
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

─
仕
事
は
ど
ん
な
内
容
で
す
か
。

　
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
多
い
で
す

が
、
全
体
の
３
分
の
１
は
や
っ

て
お
り
ま
す
。
地
下
鉄
工
事
は

こ
れ
か
ら
で
、
現
在
の
２
０
０

キ
ロ
の
実
績
を
６
０
０
キ
ロ
に

す
る
予
定
で
す
。

─
株
式
上
場
は
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

　
２
０
１
２
年
12
月
11
日
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
証
券
取
引
所
に
上

場
し
ま
し
た
。
午
前
９
時
取
引

開
始
の
ド
ラ
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
や
っ
と
上
場
ま
で
漕
ぎ
つ

け
た
の
だ
と
思
う
と
感
無
量
で

し
た
。
上
場
に
は
10
ヶ
月
か
か

ら
な
い
で
達
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
若
い
社
員
一
人
ひ
と
り
が

一
生
懸
命
働
い
た
結
果
で
す
。

─
桑
折
さ
ん
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
の
生
活
は
ど
ん
な
で
す
か
。

　
私
は
単
身
赴
任
し
て
お
り
、

家
族
は
東
京
に
お
り
ま
す
。
娘

は
東
京
と
こ
ち
ら
を

行
っ
た
り
来
た
り
し

て
お
り
ま
す
。
息
子

は
自
立
し
て
お
り
ま

す
。
食
べ
物
は
日
本

に
あ
る
も
の
は
何
で

も
あ
り
、
便
利
で
す
。

─
趣
味
は
何
で
す
か
。

　
ゴ
ル
フ
で
す
。
前

は
シ
ン
グ
ル
で
し
た

が
、
現
在
は
少
し
腕

が
落
ち
ま
し
た
。

─
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法

友
会
の
様
子
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
結
構
活
動
し
て
い
ま
す
。
六

大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
も
あ
る
し
、

親
睦
会
は
半
年
に
１
回
は
や
っ

て
お
り
ま
す
。
責
任
者
は
巽
さ

ん
が
や
っ
て
お
り
ま
す
。

─
「
飲
も
う
会
」
と
い
う
会
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な

会
で
す
か
。

　
昭
和
44
年
に
私
達
の
工
体
連

O
B
が
作
っ
た
会
で
す
。
家
族

同
伴
で
集
ま
り
ま
す
。
毎
年
全

国
各
地
の
O
B
の
地
元
を
訪

問
し
ま
す
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
大
勢
集

ま
り
飲
み
ま
し
た
。
今
年
は
、

東
京
で
明
日
か
ら
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
見
学
し
て
屋
形
船
で
飲

み
ま
す
。

─
最
後
に
学
生
に
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

　「
夢
」
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
小
さ
く
て
も
い
い

か
ら
、
そ
れ
を
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ほ
し
い
。

　
大
企
業
ば
か
り
で
な
く
中
小

企
業
に
入
り
、
夢
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
す
。

　
会
社
が
人
を
作
る
の
で
は
な

く
、
自
分
が
自
分
を
作
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

（
取
材
・
写
真
　
高
根
　
典
文
）

　
こ
お
り
・
の
ぶ
あ
き

　
法
政
大
学
と
聞
く
と
ア
カ
デ

ミ
ー
合
唱
団
で
の
４
年
間
の

日
々
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
中
学
、
高
校
と
バ
ス
ケ
ッ
ト

一
筋
の
ス
ポ
ー
ツ
少
女
が
、
何

を
血
迷
っ
た
か
、
音
楽
の
世
界

で
悪
戦
苦
闘
の
日
々
を
過
ご
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　『
１
０
０
年
後
、
日
本
で
桜
が

咲
か
な
い
』
と
言
う
専
門
家
の

い
る
中
、
戦
後
植
え
ら
れ
た
数

百
万
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
今
、

深
刻
な
全
国
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
理
由
と
し
て
寿
命
60
年

説
が
あ
り
、
今
後
は
そ
の
管
理

の
問
題
。
つ
ま
り
桜
も
人
間
と

同
様
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
い
る
の
で
す
。

　
花
見
は
通
常
、

春
で
す
が
故
郷
の

さ
く
ら
祭
り
は
、

秋
に
開
催
。
毎
年

11
月
の
第
三
日
曜
日
に
な
る
と

愛
知
県
新
城
（
し
ん
し
ろ
）
市

の
桜
淵
公
園
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
１
０
０
０
人
以
上
集
ま

り
、
桜
の
再
生
作
業
。
参
加
者

が
持
参
し
た
ス
コ
ッ
プ
で
、
深

さ
30�

cm
の
穴
を
１
０
０
０
個
以

上
掘
っ
て
施
肥
作
業
。
他
に
も

高
所
作
業
車
を
使
っ
て
の
テ
ン

グ
巣
病
の
除
去
作
業
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
30
台
分
と
な
り
、
こ
の

全
て
が
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

こ
れ
が
、
ふ
る
さ
と
発
全
国
初

「
秋
の
さ
く
ら
祭
り
」。

　
企
画
当
初
、
公
園
内
の
弱
っ

た
桜
の
再
生
費
に
数
億
円
が
必

要
だ
と
知
り
ま
し
た
。
で
も
地

元
行
政
に
そ
ん
な
予
算
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
っ
た
ら
市
民
で
や

ろ
う
！
と
、
決
め
た
単
純
な
発

想
か
ら
今
年
で
７
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
た
っ
た
一
人
で
始
め
た
こ
の
企

画
も
、予
想
以
上
に
大
き
く
成
長
。

先
日
、
こ
の
企
画
が
桜
の
活
動

を
し
て
い
る
日
本
の
５
団
体
に

選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
も
ち
ろ
ん
、
参
加

し
て
く
れ
た
延
１
万
人
の
皆

様
。
想
い
は
一
緒
。
好
き
だ
か

ら
こ
そ
守
り
た
い
。
寿
命
を
迎

え
て
弱
っ
た
桜
と
、
衰
退
が
続

く
、
故
郷
の
街
を
…
。

　
　「
康
介
さ
ん
を
手
ぶ
ら
で

帰
す
な
」
…
松
田
丈
志
の
一
言

が
チ
ー
ム
を
奮
い
立
た
せ
、
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

競
泳
の
日
本
チ
ー
ム
は
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
世
界
の
ひ
の
き
舞
台
に
立
っ

た
と
き
、
誰
も
が
平
常
心
で

い
ら
れ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
の
若
者

は
、
こ
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
つ
ぶ
さ

れ
る
の
で
は
な

く
、
反
対
に
こ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
バ
ネ
に
、
力

に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
選
手

が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
の
水
泳
選
手
に
限

ら
ず
運
動
選
手
全
般
に
言
え
る

こ
と
で
す
が
、
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
も
出
発
前
に
金
メ
ダ
ル
を

取
っ
て
き
ま
す
と
言
っ
て
出
か

け
て
行
き
ま
し
た
し
、
自
分
た

ち
の
目
標
を
明
確
に
定
め
、
有

言
実
行
型
の
精
神
的
に
も
鍛
え

ら
れ
た
選
手
が
増
え
て
い
る
こ

と
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
の
若
者
は
大
い
に
期
待

で
き
る
し
、
ま
た
、
期
待
す
る

結
果
を
必
ず
出
し
て
く
れ
て
お

り
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

の
競
泳
の
日
本
選
手
は
11
個
の

メ
ダ
ル
を
胸
に
帰
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
メ
ダ
ル
数
は
、

１
９
３
２
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
12
個
に
次
ぐ

快
挙
で
あ
り
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
リ
オ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
を
上

回
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
私
の

予
想
で
は
、
金
メ
ダ
ル
は
３
個
、

銀
と
銅
は
11
個
、
６
位
ま
で
の

入
賞
は
７
種
目
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
水
泳
日
本
の
さ
ら
な
る
活
躍

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

日
本
水
泳
会
の
将
来

秋
の
さ
く
ら
祭
り

卒
業
生

問
訪

こ
ん
に
ち
は
！

2012 年 12 月11日午前 9 時取引開始のドラが鳴り響いた （シンガポール証券取引所）
〈右から 2 人目が桑折会長〉

『飲もう会」開催
 2013 年 5 月 11日　東京スカイツリー見学

　
昼
も
夜
も
練

習
、
春
、
夏
、
秋

合
宿
に
年
２
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
、
３

月
に
は
地
方
へ
演

奏
旅
行
と
歌
、
歌
、
歌
の
日
々
。

音
楽
で
は
芽
が
出
な
か
っ
た
私

は
、
内
務
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い

う
役
割
に
目
覚
め
ま
す
。

　
80
人
の
合
宿
の
た
め
の
電
車

チ
ケ
ッ
ト
、
宿
の
手
配
な
ど
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

身
に
着
け
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
携
帯
電
話
も
な
い
時

代
で
す
か
ら
、
チ
ケ
ッ
ト
は
窓

口
購
入
、
各
人
に
手
渡
し
、
乗

車
さ
せ
る
こ
と
は
結
構
大
変
な

仕
事
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
経

験
が
、
後
に
三
鷹
市
役
所
に

入
っ
て
か
ら
、
段
取
り
の
手
法
、

各
課
と
の
調
整
、
人
間
関
係
の

距
離
感
に
大
い
に
役
立
っ
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
は
、
一
般
社
団
法
人
震

災
復
興
ワ
ー
ク
ス
を
設
立
し
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東

北
地
の
復
興
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
２
０
０
６
年
に

は
、
法
政
大
学
大
学
院
政
策
科

学
研
究
科
に
入
学
し
、
５
年
前

か
ら
は
、
卒
業
生
評
議
員
に
も

就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
母
校
の
発
展
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

桑折  信明 さん

KORI HOLDINGS会長

〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〟
を
卒
業
し
て
幾
年
。

 

各
地
で
活
躍
し
、
そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

校
友
随
想

工
体
連
ボ
ク
シ
ン
グ
部

に
入
部

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
起
業

苦
難
の
道

念
願
の
株
式
上
場
へ

青
年
海
外
協
力
隊
で

ア
フ
リ
カ
へ

　
１
９
４
７
年
（
昭
和
22
年
）

生
ま
れ
、
65
歳
。
福
島
県
伊
達

市
出
身
。
69
年
工
学
部
土
木
工

学
科
卒
。
日
本
海
外
青
年
協
力

隊
と
し
て
ア
フ
リ
カ
、
グ
ア
ム

に
渡
り
、
そ
の
後
80
年
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
行
き
82
年
に
会
社

設
立
。
92
年
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
支
社
開
設
。
同
時
に
タ
イ

に
も
進
出
。
２
０
１
２
年
12
月

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
証
券
取
引
所
に

株
式
上
場
。
売
上
高（
２
０
１
２

年
）
39
億
7
千
万
円
（
通
貨
単

位
：
円
）。
従
業
員
数
５
０
０
人
。

無
借
金
経
営
。

（
株
）
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト

　    

研
究
所 

代
表
取
締
役

  

関 　
幸
子

  

　
80 

年 

法
学
部

　 

　  

政
治
学
科
卒

1
0
0
万
本
の

　
桜
P
J  

代
表

  

松
井 

章
泰

 

　
93 

年 

工
学
部

　
　 

建
築
学
科
卒

法
政
大
学
　
体
育
会

　
水
泳
部
　
総
監
督

  

山
重 

美
登
士

　
71
年 

社
会
学
部

　
　
応
用
経
済
学
科
卒東

日
本
大
震
災
被
災
地
を
支
援

  「
夢
」を
実
現

 

　  

海
外
で
土
木
建
築
会
社
設
立

 

　
　  

　
　
で
株
式
上
場

シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
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去
る
６
月
８
日
、
法
政
大
学

校
友
会
会
津
支
部
の
設
立
30
周

年
記
念
行
事
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
式
典
、
記
念
講
演
、
祝

宴
の
三
部
構
成
で
、
法
政
大
学

の
鈴
木
文
夫
理
事
、
校
友
連
合

会
か
ら
桑
野
秀
光
会
長
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
法
政
大
学
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
部
の
神
和
住
純

先
生
に
「
プ
ロ
の
厳
し
さ
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご
講
演
い
た

だ
き
、
一
般
聴
講
（
講
演
の
み

一
般
聴
講
可
と
し
ま
し
た
）
の

方
も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
津
地
区

で
活
躍
し
て
い
る
13
も
の
他
大

学
の
同
窓
会
幹
部
の
皆
様
に
も

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ

き
、
法
友
会
出
席
者
と
併
せ
て

60
数
人
の
賑
や
か
で
楽
し
い
記

念
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
同
窓
生
の
交
わ
り
と
い
う
の

は
、
数
を
重
ね
る
ほ
ど
味
わ

い
深
い
交
流
と
な
り
ま
す
。
法

政
大
学
に
通
っ
て
い
た
と
い

う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
事
実

で
、
年
齢
、
性
別
、
立
場
、
居

住
地
、
学
部
、
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
相
違
に
頓
着
せ

ず
に
「
同
窓
生
」
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
が
同
窓
生
だ
と
わ
か
っ

た
瞬
間
に
、
相
手
に
懐
か
し
い

匂
い
を
感
じ
、
深
い
親
近
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
い

て
は
若
い
後
輩
と
交
わ
り
先
輩

と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
若
け
れ
ば

大
先
輩
の
知
恵
を
借
り
無
償
の

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
す
ぐ
側
に
い
る
他

人
・
知
人
で
あ
っ
て
も
同
窓
生

だ
と
わ
か
っ
た
途
端
一
歩
も
二

歩
も
近
い
存
在
に
な
り
ま
す
。

　
会
津
支
部
は
、
こ
の
30
年
間

オ
レ
ン
ジ
会
の
名
称
で
無
尽

（
頼
母
子
講
）
形
式
の
交
流
会

を
毎
月
欠
か
さ
ず
行
っ
て
参
り

ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
会
を
核
と

し
て
無
尽
不
参
加
の
校
友
会
員

も
交
流
会
に
は
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
息
の
長

い
活
動
の
源
に
な
っ
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に

40
年
、
50
年
と
息
長
く
、
味
わ

い
深
い
同
窓
生
の
交
わ
り
を
継

続
し
、
母
校
・
法
政
大
学
の
飛

躍
を
会
津
の
地
で
祈
り
、
応
援

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 

　（
記
念
行
事
実
行
委
員
長 

鈴
木
　
俊
郎
）

　
法
政
大
学
校
友
連
合
会
長
野

県
支
部
の
総
会
が
５
月
18
日

（
土
）
に
長
野
市
の
メ
ル
パ
ル

ク
長
野
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
総
会
の
前
に
記
念

講
演
会
を
計
画
し
、
講
師
に
法

政
大
学
特
任
教
授
の
山
中
正
竹

氏
を
お
迎
え
し
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
法
政
大
学
卒
業
生
・

後
援
会
連
携
室
の
お
力
添
え
を

戴
き
、
後
援
会
長
野
県
支
部
の

後
援
を
得
て
、
一
般
の
方
、
後

援
会
の
保
護
者
の
方
、
校
友
連

合
会
会
員
を
合
わ
せ
約
１
０
０

人
の
参
加
で
し
た
。
山
中
教
授

は
在
学
４
年
間
で
48
勝
の
東
京

六
大
学
連
盟
記
録
を
樹
立
し
、

田
淵
幸
一
、
山
本
浩
二
両
氏
ら

と
法
政
黄
金
時
代
を
築
い
た

エ
ー
ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
あ
り
、

講
演
は
、
今
の
ス
ポ
ー
ツ
界
の

指
導
者
の
あ
り
方
な
ど
、
大
変

示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
し
た
。

　
そ
の
後
の
総
会
に
は
、
法
政

大
学
理
事
で
校
友
連
合
会
副
会

長
の
岡
田
安
弘
氏
の
ご
祝
辞
、

今
後
の
方
向
付
け
の
話
、
増
田

昌
幸
卒
業
生
・
後
援
会
連
携
室

課
長
の
ご
祝
辞
、
北
村
弘
文
後

援
会
長
野
県
支
部
長
の
ご
祝
辞

な
ど
を
頂
き
、
25
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
審
議
し
満
場
一
致

で
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
来
賓
も
参
加
さ
れ

会
員
と
の
親
睦
を
図
り
懇
親
会

が
和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
参
加
者
全
員
で
、
元
応

援
団
の
指
揮
の
も
と
校
歌
斉
唱

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
事
務
局
　
小
山
　
武
男
）

　「
都
道
府
県
一
校
友
会
」
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
24
年

６
月
17
日
に
現
在
県
内
で
活
動

中
の
４
支
部
、
桐
生
支
部
、
高

崎
支
部
、
館
林
支
部
、
太
田
支

部
よ
り
各
２
人
設
立
準
備
委
員

を
選
出
し
、
設
立
準
備
委
員
会

議
合
計
５
回
開
催
。
25
年
３
月

10
日
に
会
則
、
役
員
人
事
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
25
年
５
月
12
日
設
立
発
会
式

は
、
桐
生
市
市
民
文
化
会
館
４

階
第
一
会
議
室
で
開
か
れ
、
県

内
の
４
支
部
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
68
人
が
出
席
し
た
。

　
大
学
か
ら
増
田
総
長
、
徳
安

常
務
理
事
、
校
友
連
合
会
か
ら

は
桑
野
会
長
、
岡
田
副
会
長
、

鷲
津
組
織
副
部
会
長
、
来
賓
に

は
谷
津
元
農
林
大
臣
、
安
楽
岡

館
林
市
長
が
ご
出
席
さ
れ
、
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
は
、
校
友
の
南
群

馬
銀
行
執
行
役
員
高
崎
支
店
長

の
演
題
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

八
重
の
桜
」
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
講
演
終
了
後
、
当
館
の
国

際
会
議
室
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

に
入
り
、
校
友
の
親
睦
を
深
め

意
義
あ
る
１
日
で
し
た
。

　
今
後
は
校
友
の
交
流
、
親
睦

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
よ
り

も
地
域
密
着
を
行
う
校
友
組
織

と
し
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
県
内
に
住
む
卒
業
生
は
約

４
０
０
０
人
で
す
。
各
支
部
が

活
動
を
し
て
い
ま
す
の
で
支
部

へ
の
参
加
を
希
望
し
ま
す
。

（
会
長
　
江
原
　
晴
一
郎
）

　
校
友
連
合
会
東
京
都
校
友
会

第
２
回
定
期
総
会
は
、
５
月
24

会
で
始
ま
っ
た
。
桑
野
秀
光
校

友
連
合
会
長
よ
り
祝
辞
と
と
も

に
校
友
連
合
会
が
新
し
い
組

織
、
一
般
社
団
法
人
の
意
味
合

い
お
よ
び
終
身
会
員
の
詳
細
が

説
明
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
神
奈
川
県
校
友

会
会
長
永
崎
秀
一
郎
様
、
埼
玉

県
校
友
会
理
事
長
大
井
巳
喜
彦

様
な
ど
多
く
の
来
賓
の
方
々
か

ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
平
崎

孝
司
（
品
川
支
部
長
）
の
乾
杯

の
音
頭
で
開
宴
し
た
。
会
場
溢

れ
ん
ば
か
り
の
参
加
者
の
熱
気

が
漂
い
、
各
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
各
支
部
の
交
流
と
懇
親
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
猪
股
秀
晃
副

会
長
（
港
支
部
長
）
の
閉
会
の

挨
拶
の
後
、
ロ
ン
ド
を
組
ん
で

校
歌
斉
唱
で
第
２
回
定
期
総
会

を
終
了
し
た
。

（
広
報
　
山
本
　
俊
二
）

　
江
東
法
友
会
の
平
成
25
年
度

定
時
総
会
が
５
月
10
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
亀
戸
「
ア
ン
フ

エ
リ
シ
オ
ン
」
に
て
35
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と

し
て
校
友
連
合
会
よ
り
桑
野
秀

光
会
長
、
県
支
部
、
都
内
支
部

合
わ
せ
て
７
支
部
よ
り
支
部
長

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
坂
本
洋
理
事
の
司
会

で
、
24
年
度
事
業
活
動
報
告
、

会
計
報
告
が
あ
り
、
25
年
度
事

業
計
画
・
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
役
員
が
替
わ
り
ま
し
た
。

７
期
の
間
会
長
を
や
っ
て
い
た

だ
い
た
阿
部
鞏
氏
に
替
わ
り
、

理
事
長
の
高
根
典
文
氏
が
新
会

日
（
金
）
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
地
下
２
階
ク
ラ
ル
テ
に
て
参

加
21
地
域
支
部
の
代
表
者
と
校

友
連
合
会
桑
野
秀
光
会
長
以
下

多
数
の
来
賓
を
招
待
し
盛
大
に

開
催
し
、
出
席
者
は
来
賓
も
含

め
約
50
人
で
あ
っ
た
。

　
式
典
は
、
第
１
部
総
会
、
第

２
部
懇
親
会
の
２
部
構
成
で
行

わ
れ
た
。
第
２
回
定
期
総
会
は
、

高
根
典
文
副
会
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
阿
部
鞏
会
長
が
会
長
挨

拶
の
後
、
議
長
と
し
て
議
案
の

説
明
を
行
っ
た
。
な
お
、
議
事

録
署
名
人
は
吉
本
博
貴
理
事

（
港
支
部
）、山
本
俊
二
理
事
（
品

川
支
部
）
が
指
名
さ
れ
た
。

　
第
１
号
議
案
（
平
成
24
年
度

事
業
報
告
）、
第
２
号
議
案
（
平

成
24
年
度
収
支
決
算
報
告
・
監

事
報
告
）、
第
３
号
議
案
（
平

成
25
年
度
事
業
計
画
）、
第
４

号
議
案
（
平
成
25
年
度
収
支
予

算
案
承
認
）
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当

役
員
が
報
告
を
行
い
、
議
場
に

諮
り
満
場
一
致
の
承
認
を
い
た

だ
き
無
事
終
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
後
の
東
京
都
校

友
会
を
引
っ
張
っ
て
活
動
し
て

ゆ
く
総
務
・
組
織
・
広
報
・
財
務
・

事
業
の
専
門
委
員
会
の
各
専
門

委
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
第
２
部
の
懇
親
会
は
、
河
原

義
朗
理
事
（
台
東
支
部
）
の
司

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
理
事
長

（
事
務
局
）
に
は
斉
藤
光
雄
氏

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
宮
沢
恒
夫
理
事
の
司

会
で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

来
賓
紹
介
、
乾
杯
、
新
参
加
者

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
余
興
は
、
今
年
は
斉

藤
理
事
長
が
サ
キ
ソ
ホ
ン
の
演

奏
を
行
い
ま
し
た
。
斉
藤
氏
は

学
生
時
代
応
援
団
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
所
属
し
て
お
り
、
当
時

の
腕
は
衰
え
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
校
歌
を
斉
唱
し
、

阿
部
良
一
監
事
の
閉
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
の
総
会
は
平
成
26
年

５
月
９
日
（
金
）
同
じ
場
所
に

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
会
副
会
長
で
あ
っ
た
矢
澤

浩
三
郎
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
て
か

ら
３
回
忌
に
あ
た
り
、
命
日
の

７
月
５
日
（
金
）
役
員
14
人
が

参
加
し
て
、
矢
澤
さ
ん
を
偲
ぶ

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
亀
戸
に
あ
る
菩
提
寺
（
龍
光

寺
）
に
お
参
り
し
て
か
ら
、
故

人
が
よ
く
通
っ
た
「
季
節
料
理

山
ぐ
ち
」
に
て
元
気
だ
っ
た
頃

【
5
面
に
続
く
】

会
津
支
部

長
野
県
支
部

 

創
立
30
周
年
記
念
式
典

 

を
盛
大
に
催
す

 

記
念
講
演
を
加
え

 

支
部
総
会
を
開
く

群
馬
県
校
友
会

 

設
立
発
会
式

 

記
念
講
演
を
行
う 

江
東
法
友
会

 

第
８
回
定
時
総
会
開
催

 

新
役
員
が
決
定

 

故
矢
澤
浩
三
郎
氏
を

 

偲
ぶ
会
を
開
く

東
京
都
校
友
会

 

主
婦
会
館
で

 
定
期
総
会
を
開
催

あ
ゆ
み
と
地
域
活
動

　
福
井
県
法
友
会
（
会
長
　

吉
田
敏
貢
　
法
政
大
学
評
議

員
）
は
、
昭
和
55
年
福
井
県

の
政
財
界
人
を
中
心
に
発
足

（
初
代
会
長
　
藤
井
大
吉
氏
）

現
在
６
５
０
人
の
会
員
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
以
後
毎
年

８
月
定
例
総
会
・
講
演
会
・

懇
親
会
を
実
施
し
会
員
の
親

交
を
深
め
て
い
ま
す
。
昭
和

61
年
よ
り
福
井
県
法
友
会
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
、
平
成

９
年
か
ら
北
陸
三
県
法
政
大

学
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
、
平
成

10
年
か
ら
福
井
県
大
学
Ｏ
Ｂ

対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参

加
、
平
成
11
年
か
ら
は
東
京

六
大
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合

同
懇
親
会
・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

に
参
加
、
幹
事
校
と
し
て
、

法
政
大
学
の
名
声
と
結
束
の

強
さ
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
か
ら
在
校
生
の

父
母
の
会
で
あ
る
後
援
会
福

井
支
部
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
双
方
の
総
会
や
懇
親

会
に
出
席
し
在
校
生
の
就
職

支
援
の
一
助
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
８
月
、
創
立
30

周
年
記
念
講
演
会
に
は
岩
部

金
吾
校
友
連
合
会
長
を
迎

え
、
市
民
参
加
型
の
講
演
会
、

三
宅
義
信
氏
、「
限
界
へ
の

挑
戦
」
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
８
月
に
は
増
田

壽
男
総
長
を
迎
え
「
大
学
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何

か
」
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
平
成
24
年
８
月
に
は
清
雲

栄
純
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教

授
を
迎
え
「
サ
ッ
カ
ー
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
講
演
会

を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
毎
年
の
講
演
会
に
は
会

員
家
族
や
市
民
の
参
加
者
も

多
数
に
の
ぼ
り
、
母
校
法
政

大
学
の
「
自
由
と
進
歩
」
の

精
神
、
ま
た
飛
翔
、
躍
進
に

寄
与
す
べ
く
、
高
い
知
名
度

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
活
動

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
来
年
（
Ｈ
26
年
11
月
）、

福
井
大
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
校
友
の
皆
様
が
楽
し

く
「
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る

お
も
て
な
し
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来

る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
」
福

井
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
前
幹
事
長　
福
岡　
健
司
）

支 部 紹 介 シリーズ 第15回

  

福
井
県
法
友
会

支
部
・
団
体

　
　
同
窓
会

学
部

付
属

だ
よ
り

全
国
卒
業
生
の
集
い
福
井
大
会

開
催
を
機
に
躍
進
を
目
指
す

編集企画構成
笠原　榮作
矢田　義徳
相川　欣運
高根　典文

　
平
成
26
年
度

　
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の

　
集
い
へ
の
お
誘
い
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の
矢
澤
さ
ん
を
思
い
出
し
な
が

ら
の
献
杯
を
か
さ
ね
ま
し
た
。

当
日
は
矢
澤
さ
ん
の
奥
様
と
お

姉
様
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

（
会
長
　
高
根
　
典
文
）

　
目
黒
支
部
で
は
、
５
月
18
日

（
土
）、
本
年
度
定
時
総
会
＆
懇

親
会
を
開
催
し
て
こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
た
活
動
を
、
従
来
以
上

に
活
性
化
さ
せ
る
方
針
を
確
認

し
た
。

　
本
年
度
は
、
東
急
東
横
線
・

祐
天
寺
駅
か
ら
程
近
い
、
台
湾

料
理
「
匯
豐
齋
」（
え
ほ
う
さ
い
）

を
会
場
に
、
22
人
の
校
友
が
集

い
、
盛
会
に
て
終
了
し
た
。

　
高
野
浩
一
副
支
部
長
の
司
会

で
開
会
し
、
山
下
時
博
支
部
長

の
挨
拶
を
受
け
、
同
支
部
長
を

議
長
に
選
出
し
、
直
ち
に
議
事

に
入
っ
た
。

【
4
面
か
ら
続
く
】

　
伊
藤
元
一
副
支
部
長
よ
り
事

業
報
告
、
堀
場
功
副
支
部
長
よ

り
決
算
報
告
、
早
尾
弘
監
事
よ

り
監
査
報
告
を
受
け
た
あ
と
、

特
に
質
疑
は
な
く
一
括
承
認
さ

れ
た
。

　
続
い
て
、
伊
藤
副
支
部
長
よ

り
事
業
計
画
案
、
堀
場
副
支
部

長
よ
り
予
算
案
、
山
下
支
部
長

よ
り
人
事
・
会
計
案
件
、
堀
場

副
支
部
長
よ
り
会
の
進
め
方
が

提
起
さ
れ
、
若
干
の
質
疑
を
経

て
、
一
括
承
認
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
は
、
栗
田
靖
巳
事
務

局
長
の
司
会
で
、
支
部
長
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
鷲
津
一
雄
校
友

連
合
会
組
織
部
副
部
会
長
と
浅

野
広
人
法
政
大
学
総
務
部
庶
務

課
長
に
挨
拶
を
頂
き
、
長
谷
川

光
延
相
談
役
の
発
声
で
杯
を
上

げ
、
懇
談
に
華
を
咲
か
せ
た
。

最
後
に
、
校
歌
を
声
高
ら
か
に

斉
唱
し
、
渡
辺
敬
一
校
友
の
力

強
い
エ
ー
ル
で
、
各
自
の
健
康

と
発
展
を
固
く
誓
い
合
い
、
閉

幕
し
た
。

（
副
支
部
長
　
堀
場
　
功
）

　
平
成
25
年
度
定
時
総
会
を
４

月
23
日
（
火
）
午
後
６
時
半
よ

り
大
阪
市
難
波
「
ホ
テ
ル
一
栄
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
ご
来
賓

の
方
々
を
含
め
、
総
勢
50
人
は

総
会
に
先
立
ち
、
総
合
司
会
の

向
井
宇
佐
雄
（
Ｓ
45
年
工
）
幹

事
長
に
よ
り
物
故
者
へ
の
黙
祷

後
、
写
真
撮
影
、
樋
口
正
蔵
会

長
の
挨
拶
と
続
き
、
全
国
各
校

友
会
を
訪
問
中
の
ご
来
賓
、
徳

安
彰
法
政
大
学
常
務
理
事
、
桑

野
秀
光
法
政
大
学
校
友
連
合

会
会
長
の
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
総
会
に
お
い
て

平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
会

計
収
支
報
告
、
平
成
25
年
度
の

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が

審
議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
。

さ
ら
に
樋
口
正
蔵
会
長
よ
り
法

政
大
学
校
友
連
合
会
の
一
般
社

団
法
人
化
等
の
説
明
が
あ
り
、

採
決
後
承
認
さ
れ
た
。

　
記
念
公
演
は
ボ
ル
チ
モ
ア
・

オ
リ
オ
ー
ル
ズ
日
本
担
当
ス
カ

ウ
ト
、
市
原
稔
様
の
「
日
米
野

球
の
裏
表
」
と
い
う
熱
の
こ

も
っ
た
お
話
に
校
友
一
同
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
入
り
河
村
禧
郎

（
Ｓ
42
年
経
）
副
会
長
の
乾
杯

に
始
ま
り
、
向
井
宇
佐
雄
幹
事

長
の
巧
み
な
司
会
進
行
の
も
と

新
参
加
者
達
の
ホ
ッ
と
す
る
話

題
に
な
ご
ま
さ
れ
、
笑
い
の
絶

え
な
い
歓
談
が
続
き
、
過
ぎ
ゆ

く
時
を
忘
れ
、
中
締
め
を
含
め

鈴
木
胤
昭
副
幹
事
長
（
Ｓ
42
年

法
）
の
指
揮
す
る
法
政
大
学
校

歌
斉
唱
を
全
員
で
な
に
わ
の
時

空
へ
歌
い
轟
か
し
ま
し
た
。

（
副
会
長
　
須
藤
　
英
雄
）

　
新
潟
県
校
友
会
（
竹
石
松
次

会
長
）
は
、
全
県
組
織
発
足
１

周
年
の
さ
る
５
月
18
日
、
新
潟

市
内
の
ホ
テ
ル
で
記
念
総
会
を

開
催
し
た
。
総
会
に
は
上
田
清

司
・
埼
玉
県
知
事
（
Ｓ
46
年
法

学
部
卒
）
も
駆
け
つ
け
、
一
般

参
加
者
も
含
め
１
０
０
人
が

“
熱
血
知
事
”
の
講
演
に
聞
き

入
っ
た
。

　
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
校

友
連
合
会
か
ら
中
山
重
臣
副
会

長
、
大
学
か
ら
福
田
好
朗
常
務

理
事
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
記
念

総
会
へ
の
祝
辞
や
期
待
、
国
際

化
を
図
る
大
学
の
現
状
が
報
告

さ
れ
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
知
事

と
し
て
全
国
に
元
気
を
発
信
中

の
上
田
知
事
は
「
時
代
を
読
む
」

を
テ
ー
マ
に
熱
弁
。
行
政
結
果

を
評
価
す
る
仕
組
み
を
普
遍
化

さ
せ
る
中
で
持
続
可
能
な
日
本

を
、
と
い
っ
た
濃
い
内
容
に

一
般
参
加
者
ら
も
真
剣
な
表
情

だ
っ
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
上
田
知
事
を

含
む
来
賓
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
祝
辞
や
、
糸
魚
川
、
上
越
、

柏
崎
、
十
日
町
、
小
千
谷
、
長

岡
の
県
内
各
支
部
長
が
県
組
織

結
成
の
効
用
を
紹
介
す
る
な
ど

盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
に
十
日

町
市
議
会
議
員
に
再
選
さ
れ
た

ば
か
り
の
藤
巻
誠
・
元
法
政
大

応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
指
揮
で
肩
組
ん

で
校
歌
を
大
合
唱
、
余
韻
を
残

し
て
記
念
総
会
を
終
え
た
。

　
微
風
好
天
に
恵
ま
れ
た
５
月

26
日
、
江
ノ
島
近
く
の
湘
南
・

辻
堂
海
岸
で
、
台
風
の
秋
か
ら

春
に
変
更
し
て
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｏ
Ｂ
・
子
・
孫
の
三
代
で
の

参
加
者
や
、
ご
夫
妻
で
の
参

加
、
学
友
と
の
参
加
な
ど
94
人

の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
絆
よ
ろ

し
く
会
場
に
集
ま
り
、
子
供
た

ち
（
20
人
余
）
の
砂
遊
び
・
水

遊
び
の
楽
し
げ
な
声
が
砂
浜
に

響
き
ま
し
た
。

は
い
り
、
そ
れ
ぞ
れ
刺
身
に
し

て
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
前
回
大
量
に
と
れ
た
シ
ラ

ス
、
カ
マ
ス
、
鯖
が
期
待
は
ず

れ
で
ま
っ
た
く
獲
れ
ず
、
開
催

季
節
の
違
い
の
結
果
？
と
反
省

い
た
し
ま
し
た
。

　
お
刺
身
、
焼
き
魚
、
て
ん
ぷ

ら
、
焼
き
そ
ば
と
存
分
に
ご
賞

味
い
た
だ
き
、
鎌
倉
野
菜
を
お

土
産
に
、
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
江
ノ
島
を
背
景
に
「
飲
ん
で

食
べ
て
」
遊
ん
で
の
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

（
幹
事
長
　
佐
々
木
　
剛
行
）

　
５
月
16
日
（
木
）
13
時
、
池

袋
西
口
よ
り
16
人
が
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
に
乗
車
し
会
場
へ
向
か
い

ま
し
た
。
途
中
埼
玉
県
日
高
市
・

醤
遊
王
国
（
醤
油
醸
造
工
場
）

を
見
学
し
て
、
公
共
の
宿
鎌
北

湖
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
に
到
着
し
ま

し
た
。
17
時
に
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

〈
経
過
報
告
及
び
議
題
〉

①
１
月
24
日
に
新
年
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
平
成
21
年
５
月

叙
勲
を
受
章
し
た
新
納
武
久

夫
妻
の
出
席
を
併
て
祝
賀
会

に
な
り
ま
し
た
。

②
平
成
25
年
９
月
６
～
８
日
に

「
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の

集
い
」
が
埼
玉
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
埼
玉
県
在
住
の
会

員
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
し

た
。

③
「
法
政
４
月
号
」
の
本
部
報

告
か
ら
、
今
年
度
よ
り
４

年
次
生
全
員
が
校
友
会
準
会

員
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

　
ま
ず
は
、
焼
き
そ
ば
と
ビ
ー

ル
で
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
い
た

だ
き
、
網
上
げ
の
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
岸
か
ら
１�

km
ほ
ど
沖
ま
で
延

ば
し
た
網
を
、
途
中
ま
で
は
機

械
で
曳
い
て
も
ら
い
、
近
づ
い

て
か
ら
は
皆
で
力
を
合
わ
せ
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
わ
が
子
の
頑

張
り
を
撮
影
し
な
が
ら
、
砂
ま

み
れ
に
な
っ
て
曳
い
て
い
ま
し

た
。

　
小
針
会
長
よ
り
参
加
の
お
礼

と
、
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
か

ら
の
祝
い
の
電
報
を
披
露
、
地

引
網
会
の
盛
会
と
、
校
友
会
活

動
の
連
携
の
大
切
さ
を
読
み
上

げ
ま
す
と
、
会
場
に
拍
手
が
起

き
ま
し
た
。

　
特
大
の
ス
ズ
キ
、
見
事
な
黒

鯛
、
コ
ウ
イ
カ
、
ホ
ウ
ボ
ウ
が

た
。（
大
学
の
ご
協
力
で
実

現
し
ま
し
た
。）

④
平
成
24
年
度
会
計
報
告
が
あ

り
、
監
査
報
告
を
承
認
し
ま

し
た
。

⑤
次
回
の
総
会
は
、
平
成
26
年

５
月
14
日
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
会
の
辞
で
漆
間
紀
子
さ
ん

が
「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期

間
で
は
な
く
、
心
の
持
ち
か
た

を
言
う
。
…
年
を
重
ね
た
だ
け

で
人
は
老
い
な
い
。
理
想
を
失

う
と
き
初
め
て
老
い
る
…
頭
を

高
く
上
げ
希
望
の
波
を
と
ら
え

る
限
り
、
80
歳
で
あ
ろ
う
と
人

は
青
春
に
し
て
已
む
」
と
厳
粛

な
こ
と
ば
を
添
え
て
閉
会
し
ま

し
た
。

　
翌
17
日
（
金
）
10
時
、
鎌
北

湖
を
出
発
、
12
時
に
春
日
部
市
・

西
武
７
階
に
て
昼
食
を
と
り
、

14
時
30
分
「
龍
Ｑ
館
」
首
都
圏

外
郭
放
水
路
へ
入
館
し
参
加
人

名
簿
を
提
出
。
放
水
路
に
つ
い

て
事
前
説
明
が
あ
り
、
ガ
イ
ド

の
先
導
で
１
１
６
段
の
階
段
を

お
り
て
、
気
温
摂
氏
12
度
の
地

下
「
調
圧
水
槽
」
を
見
学
し
ま

し
た
。

　
17
時
～
春
日
部
駅
、
南
越
谷

駅
を
経
由
で
各
自
下
車
、
池
袋

西
口
で
解
散
し
ま
し
た
。

（
編
集
　
幹
事
　
鈴
木
　
実
）

大
阪
府
校
友
会
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一
一
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周
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潟
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友
会

 

結
成
１
周
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を
祝
う

 

埼
玉
県
知
事
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記
念
講
演
に
聞
き
入
る

三
六
法
Ａ
会

 

青
春
と
は
人
生
の
あ
る

 

期
間
で
は
な
い
…

鎌
倉
法
友
会

 

恒
例
の
地
引
網
会
を
開
催

　「
法
政
大
学
駅
伝
友
の
会
」
は
、

箱
根
駅
伝
（
東
京
箱
根
間
往
復
大

学
駅
伝
競
走
）
を
オ
ー
ル
法
政
＝

中
高
校
・
大
学
・
通
教
・
大
学
院
・

父
兄
・
他
で
応
援
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
20
年
前
に
、
経
済
学
部
職

員
、
教
授
の
方
々
の
発
声
で
誕
生

し
ま
し
た
。
大
学
側
、
Ｏ
Ｂ
会
な

ど
一
切
係
わ
り
が
な
い
純
粋
な
任

意
団
体
で
す
。

　
現
会
員
数
は
、
８
０
０
人
を

登
録
し
て
い
ま
す
が
、
年
会
費

３
０
０
０
円
を
あ
ず
か
る
会
員
は

２
０
０
人

で
す
。

　
同
窓
皆

さ
ん
が
ご

存
じ
の
と

お
り
、
箱
根
駅
伝
89
回
の
伝
統
と

歴
史
の
な
か
、
我
が
母
校
は
総
合

優
勝
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況

は
真
に
不
可
解
で
他
大
学
の
数
々

の
躍
進
の
勇
姿
を
見
る
と
き
、
焦

り
を
強
く
持
ち
ま
す
。

　
友
の
会
の
役
員
会
は
、
山
口
光

弘
会
長
以
下
18
人
で
役
員
の
方
々

は
真
面
目
で
熱
心
、
母
校
愛
を
以

て
応
援
を
続
け
て
い
ま
す
。
会
員

皆
様
よ
り
お
与
か
り
す
る
年
会
費

は
公
金
で
す
。
当
然
の
こ
と
で
、

役
員
は
常
時
手
弁
当
で
無
駄
を
省

き
、
お
茶
一
杯
に
至
る
ま
で
会
の

お
金
を
使
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
年

２
回
の
会
報
発
刊
、
幹
事
会
、
編

集
会
、
総
会
と
、
暑
気
払
い
、
忘

年
会
、
と
楽
し
い
会
合
も
あ
り
ま

す
。

　
総
会
は
、
近
年
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
、
練
習
を
見
学
し
て

学
生
選
手
を
招
い

て
総
勢
１
０
０
人

以
上
で
懇
親
を
深

め
話
を
し
て
双
方

楽
し
く
大
喜
び
な

状
況
で
す
。

　
本
年
は
、
７

シ
ー
ズ
ン
振
り
に

シ
ー
ド
権
を
回
復

し
ま
し
た
。
長
い

低
迷
の
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
よ
う
に

も
感
じ
ま
す
が
、

油
断
は
禁
物
で

す
。
同
窓
側
も
、
昨
年
10
月
の
予

選
会
の
応
援
は
人
数
も
多
く
盛
り

上
が
り
も
あ
り
、
従
来
と
は
大
い

に
違
い
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
が
本

選
に
繋
が
り
、
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。

　
小
生
は
、
２
日
５
時
に
大
手
町

母
校
応
援
団
場
所
に
横
断
幕
、
幟

旗
15
旗
を
設
置
し
、
同
窓
の
応
援

を
待
ち
、
そ
こ
に
後
援
会
の
幟
旗

30
旗
が
加
わ
り
、
応
援
態
勢
は
他

校
に
全
く
ひ
け
を
と
ら
ず
、
ナ
ン

バ
ー
１
で
し
た
。
67
年
卒
の
和
田

洋
冶
さ
ん
と
奥
さ
ん
が
「
お
に
ぎ

り
１
０
０
個
・
パ
ン
１
０
０
個
」

を
７
時
に
さ
し
入
れ
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
！
応
援
し
て
く
だ
さ

い
！
母
校
駅
伝
チ
ー
ム
の
活
躍
は

同
窓
の
応
援
に
か
か
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２
３
０�

km
の
長
い
沿
道
で
応
援
す

る
と
き
は
、
必
ず
幟
旗
を
掲
げ
て

く
だ
さ
い
！ 

そ
し
て
、《
駅
伝
友

の
会
》
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
友
の
会
は
、
毎
年
駅
伝
チ
ー
ム

に
助
成
費
と
し
て
１
０
０
万
円
を

送
っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
だ
け
で

は
充
当
で
き
ま
せ
ん
。

　
本
年
か
ら
、
成
田
道
彦
監
督
が

勇
退
し
、
在
学
中
徳
本
一
善
選
手

ら
と
活
躍
し
た
坪
田
智
夫
君
が
監

督
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
来
春
第
90
回
箱
根
駅
伝
に
、
大

い
に
期
待
し
ま
す
。

（
友
の
会
事
務
局
　
高
橋
　
将
昭
）

卒業生団体紹介シリーズ 第10回

シ
ー
ド
権
獲
得
で
意
気
軒
昻

駅
伝
友
の
会

目
黒
支
部

 

定
時
総
会
開
く

 

活
性
化
方
針
の
確
認

練習を応援する会員（多摩キャンパス）
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本
年
度
定
期
総
会
（
７
月
13

日
）
で
は
、
法
政
二
高
時
代

甲
子
園
大
会
１
９
６
０
年
夏
・

１
９
６
１
年
春
連
覇
、
巨
人
軍

時
代
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
９
連
覇

の
経
歴
を
お
持
ち
の
柴
田
勲
氏

に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

Ｖ
９
戦
士
と
し
て
の
ご
経
験
な

ど
を
存
分
に
語
っ
て
頂
き
聴
衆

を
う
な
ら
せ
ま
し
た
。

　
当
同
窓
会
は
、
昨
年
15
周
年

記
念
事
業
を
実
施
し
、
一
つ
の

節
目
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
各
委
員
会
の
主
体
的

な
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
な

が
ら
、
法
学
部
教
授
会
、
現
役

学
生
と
の
交
流
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
、
同
窓
会
と
し
て
の
存
在

意
義
を
一
層
発
揮
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
77
年
卒
事
務
局
長
　
齊
藤
　
友
嘉
）

　
旅
行
３
日
目
（
２
月
22
日
）

早
朝
４
時
、
朝
日
に
輝
く
シ
ッ

キ
ム
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
主
峰
エ
ベ
レ

ス
ト
の
姿
を
見
て
大
い
に
感
動
。

　
世
界
遺
産
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
道
（
ト
イ
・
ト
レ

イ
ン
）
の
登
山
電
車
に
乗
っ
て

紅
茶
畑
の
散
策
も
楽
し
ん
だ
。

　
６
日
目
は
ベ
ナ
レ
ス
で
ガ
ン

ジ
ス
川
の
ボ
ー
ト
遊
覧
。
当
日

は
満
月
の
祭
日
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
徒
数
千
人
の
沐
浴
を
目
の
当

た
り
に
し
、
河
畔
近
く
に
は
火

葬
場
も
あ
り
、
川
に
死
者
を
弔

う
散
骨
を
し
て
い
た
。

　
７
日
目
は
、
４
時
間
半
の
バ

ス
旅
で
農
村
と
山
の
風
景
を
堪

能
。

　
イ
ン
ド
北
部
の
ア
グ
ラ
観
光

で
は
、
１
６
３
０
年
建
設
の
総

大
理
石
墓
廟
、
世
界
遺
産
タ
ー

ジ
・
マ
ハ
ー
ル
を
見
学
。

　
こ
う
し
て
、
２
月
20
日
（
水
）

か
ら
28
日
（
木
）
ま
で
行
わ
れ

た
イ
ン
ド
探
訪
の
旅
は
、
10
人

の
参
加
者
に
数
々
の
感
動
と
思

い
出
を
残
し
て
く
れ
た
。

（
60
年
経
・
経
卒
　
高
橋
　
久
之
）

　
東
京
二
大
ブ
リ
ッ
ジ
と
二
大

タ
ワ
ー
を
見
学
し
饗
宴
を
楽
し

む
、
東
京
湾
納
涼
ク
ル
ー
ズ
が

８
月
10
日（
土
）に
開
催
さ
れ
る
。

11
時
15
分
「
日
の
出
埠
頭
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
乗
り
場
」
集
合
、
レ

イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、東
京
ゲ
ー

ト
ブ
リ
ッ
ジ
&
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
、
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
が

眺
め
ら
れ
る
。
フ
ル
コ
ー
ス
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
で
会
費
は
８
千

円（
子
供
６
千
円
）。
申
込
み
は
、

土
屋
勇
吉
（
０
４
７
─

４
８
５
─

２
３
５
９
）。

（
67
年
経
・
経
卒
　
菅
野
　
里
見
）

　
今
年
の
春
の
特
別
企
画
と
し

て
、
５
月
18
日
（
土
）
に
、
三

鷹
の
山
本
有
三
記
念
館
と
森
鴎

外
、
太
宰
治
の
墓
が
あ
る
禅
林

寺
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
23
人
が
参
加
し
、

三
鷹
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
案
内
し
て
い
た
だ
い
て
、
晴

れ
て
爽
や
か
な
風
が
吹
く
中
を

歩
き
、
井
の
頭
公
園
を
経
て
、

吉
祥
寺
で
懇
親
会
を
行
い
ま
し

た
。

　
次
回
は
、
秋
の
特
別
企
画
と

し
て
、
11
月
９
日
（
土
）
に
、

馬
込
文
士
村
の
跡
を
訪
ね
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
、「
文
学
部

同
窓
会
報
」
の
次
号
で
。

（
75
年
史
卒
　
金
森
　
和
彦
）

　
理
系
同
窓
会
発
足
記
念
式
典

を
平
成
25
年
11
月
２
日
（
土
）

13
時
に
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

　
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
環
境
配
慮
型
施
設
等
、
中
庭

に
は
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
リ
ン
ゴ
の

木
」「
メ
ン
デ
ル
の
ブ
ド
ウ
の
木
」

「
楷
の
木
」（
東
京
大
学
附
属
植

物
園
か
ら
株
分
）
も
す
く
す
く

育
っ
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
に

は
中
央
館
が
完
成
し
、
さ
ら
に

充
実
し
た
研
究
環
境
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
あ
る

工
学
部
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
最
先
端
の
技
術
を
見
据
え
、

08
年
度
に
理
工
学
部
が
再
編
さ

れ
ま
し
た
。
社
会
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
、
創
造
性
豊
か
な
教

養
、
国
際
性
を
身
に
つ
け
た
自

律
性
の
あ
る
技
術
者
・
研
究
者

の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
理
系
同
窓
会
発
足
記
念
式
典

で
は
、
記
念
講
演
会
で
、
理
工

学
部
創
生
科
学
科
の
横
山
泰
子

教
授
に
「
妖
怪
に
つ
い
て
」
不

思
議
な
世
界
の
扉
を
開
け
て
い

た
だ
き
ま
す
。
参
加
会
費
は

８
０
０
０
円
で
す
が
、
平
成
18

年
～
25
年
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん

は
会
費
３
０
０
０
円
で
参
加
で

き
る
よ
う
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
こ
の
記
念
す
べ
き
機
会

に
、新
し
く
な
っ
た
小
金
井
キ
ャ

ン
パ
ス
の
も
と
、
恩
師
・
友
人

と
の
楽
し
い
交
流
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
詳
し
い
案
内
は
理
系
同
窓
会

の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
85
年
卒
　
理
系
同
窓
会
事
務
局
長

川
上
　
忠
重
）

　
経
営
学
部
同
窓
会
で
は
、
平
成

25
年
８
月
か
ら
12
月
ま
で
、
以
下

の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
一
泊
懇
親
会
の
開
催

　
平
成
25
年
10
月
開
催

・
経
営
学
部
教
授
会
と
の

　
懇
親
会
開
催

　
日
程
・
会
場
等
は
未
定

・
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
平
成
25
年
11
月
開
催

・
落
語
を
聞
く
会
開
催

　
平
成
25
年
12
月
、
ま
た
は

　
平
成
26
年
１
月
開
催

右
記
行
事
予
定
の
う
ち
、
11
月

開
催
予
定
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、
既
に
15
回

目
を
経
過
し
、
毎
回
各
界
で
活

躍
の
現
役
経
営
者
・
著
名
人
を

講
師
に
、
多
く
の
同
窓
生
・
在

校
生
が
参
加
し
て
、
盛
大
に
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
は
、
経
営

学
部
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
詳
細
が
公
表
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
頂

き
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　（
72
年
卒
　
岩
井
　
昭
）

　
４
月
15
日
、
田
中
優
子
学
部

長
、
小
林
直
毅
、
中
筋
直
哉
両

主
任
、
同
窓
会
か
ら
は
中
山
重

臣
会
長
、
北
條
利
男
、
水
上
久

忠
両
副
会
長
、
土
屋
義
治
元
事

務
局
長
が
出
席
し
て
の
懇
談
会

が
、
社
会
学
部
長
室
に
お
い
て

開
か
れ
親
し
く
意
見
交
換
が
な

さ
れ
た
。

　
田
中
学
部
長
か
ら
は
、
本
校

社
会
学
部
の
将
来
像
、
未
来
構

想
に
つ
い
て
、
10
年
20
年
先
を

見
据
え
て
「
未
来
構
想
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
る
。
18
歳
人
口
が

減
り
、
各
大
学
と
も
こ
こ
４ 

〜

５
年
中
に
急
激
に
影
響
が
出
て

く
る
。
全
学
的
に
は
留
学
生
を

含
め
て
国
際
化
に
動
き
出
す
と

言
明
さ
れ
た
。

　
５
月
11
日
に
９
人
が
雨
の
明

治
神
宮
外
苑
に
参
集
し
、
明
治

天
皇
葬
場
殿
跡
・
樺
太
国
境
画

定
標
石
・
聖
徳
記
念
絵
画
館
～

青
山
通
り
～
乃
木
坂
・
乃
木
坂

神
社
で
解
散
。
そ
の
後
、
乃
木

坂
に
場
所
を
変
え
て
ビ
ー
ル
で

喉
を
潤
し
近
況
報
告
に
花
を
咲

か
せ
懇
親
を
深
め
、
春
の
散
策

会
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　　
６
月
15
日
に
市
ケ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
55
年
会
館
５
６
２
番
教
室

で
３
部
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
。

　
第
１
部
の
定
期
総
会
は
、
濱

名
達
副
会
長
の
司
会
で
、
議
長

山
岸
英
雄
副
会
長
、
書
記
に
吉

川
新
吾
理
事
が
選
任
さ
れ
、
①

12
年
度
事
業
活
動
、
収
支
決
算

監
査
報
告
②
役
員
選
任
③
13
年

事
業
活
動
計
画
・
収
支
予
算
案

が
審
議
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
承
諾
。

　
第
２
部
の
記
念
特
別
講
演
会

に
は
、（
株
）
ア
サ
ツ
ー
デ
ィ
ケ

イ
特
別
顧
問
の
北
村
次
郎
・
ホ

ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
協
会
日
本
事

務
局
代
表
を
迎
え
、「
昨
今
の
市

民
参
加
型
マ
ラ
ソ
ン
隆
盛
の
社

会
的
背
景
」
の
演
題
で
、
国
民

の
健
康
づ
く
り
と
市
民
参
加
型

ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
が
「
市
民
力

を
高
め
て
行
く
」
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
語
ら
れ
会
場
を
魅
了

し
た
。

　
会
場
を
Ｂ
・
Ｔ
25
階
の
ス
タ
ッ

フ
ク
ラ
ブ
に
移
動
し
て
の
第
３

部
卒
業
生
の
集
い
・
懇
親
会
が

大
畑
き
ぬ
代
理
事
の
司
会
で
開

宴
。
社
会
学
部
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
健

在
ぶ
り
が
確
認
さ
れ
、
社
学
へ

の
貢
献
と
進
化
発
展
を
祈
念
し

て
校
歌
斉
唱
で
お
お
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

（
事
務
局
長
　
水
上
　
久
忠
）

　
６
月
15
日
、
法
政
大
学
中
学

高
等
学
校
内
多
目
的
室
に
て
開

催
致
し
ま
し
た
。

　
同
窓
会
岩
村
会
長
の
挨
拶
よ

り
始
ま
り
、
ご
来
賓
の
飯
田
校

長
の
ご
挨
拶
、
鈴
木
副
校
長
ご

紹
介
を
頂
き
、
斎
藤
同
窓
会
副

会
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
ま
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。【
議
題
】

平
成
24
年
度
事
業
報
告
、
決
算

案
報
告
、
監
査
報
告
、
平
成
25

年
事
業
計
画
、予
算
案
、其
の
他
・

平
成
26
年
６
月
（
予
定
）
同
窓

会
総
会
に
つ
い
て
、
６
議
題
に

つ
き
ま
し
て
各
同
窓
会
委
員
長

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
報

告
に
対
し
ま
し
て
、
活
発
な
ご

意
見
が
交
わ
さ
れ
非
常
に
熱
の

こ
も
っ
た
総
会
と
な
り
、
予
定

終
了
時
間
を
15
分
を
過
ぎ
た
後
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
会
場
に
て
総
会

出
席
者
43
人
全
員
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
、
各
ク
ラ
ブ
の

Ｏ
Ｂ
よ
り
（
山
岳
部
・
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
・
野
球
部
・
音
楽
部
・
ラ

ク
ビ
ー
部
）
現
在
の
状
況
や
こ

れ
か
ら
目
標
な
ど
熱
く
語
ら
れ
、

無
事
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

　  （
財
務
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
　
郁
典
）

　
６
月
１
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
精

養
軒
に
お
い
て
平
成
25
年
度
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
る
、

男
女
共
学
化
・
新
校
舎
の
報
告

に
伴
い
、
同
窓
会
と
し
て
母
校

の
一
大
改
革
に
対
し
、
積
立
金

の
中
よ
り
金
銭
的
援
助
を
行
う

こ
と
を
提
案
し
た
。

　
出
席
し
た
70
人
近
い
同
窓
会

員
は
母
校
へ
の
熱
い
想
い
の
も

と
、
６
議
案
の
審
議
に
臨
み
、

議
長
を
務
め
た
品
田
秀
行
会
長

を
は
じ
め
、
役
員
一
同
も
出
席

者
か
ら
の
熱
心
な
意
見
に
耳
を

傾
け
た
。

　
例
年
に
も
増
し
て
、
重
要

議
案
が
な
ら
ん
だ
定
時
総
会
と

な
っ
た
が
、
６
議
案
全
て
が
承

認
さ
れ
、
法
政
二
高
同
窓
会
は

平
成
25
年
度
の
新
た
な
一
年
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
母
校
の
一
大
改
革
と
共
に
、

今
年
度
の
同
窓
会
の
更
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
同
窓
会
定
時

総
会
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
事
務
局
　
田
中
　
真
奈
）

　
５
月
25
日
、
平
成
25
年
度
の

幹
事
会
・
総
会
が
、河
合
副
校
長
・

横
山
同
窓
会
担
当
の
ご
出
席
の

も
と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、
会

長
以
下
人
事
が
決
定
、
殆
ど
が

３
期
９
年
共
に
運
営
に
当
た
っ

て
き
た
役
員
の
再
任
と
い
う
形

で
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

事
に
な
り
ま
し
た
。

　
女
子
高
同
窓
会
の
活
動
は
、

毎
月
の
役
員
会
を
基
軸
に
総
務
・

広
報
・
企
画
に
分
か
れ
、〈
会

報
〉「
法
政
女
子
倶
楽
部
」
の
９

月
発
行
、「
オ
レ
ン
ジ
祭
」
へ
の

参
加
・〈
卒
業
20
年
の
会
〉
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・〈
ミ
ニ
ク
ラ

ス
会
〉・〈
バ
ザ
ー
〉
の
開
催
な

ど
夫
々
分
担
し
て
作
業
に
当
た

り
ま
す
。
昨
年
は
バ
ザ
ー
の
収

益
金
５
万
５
１
９
０
円
を
東
日

本
大
震
災
の
支
援
金
と
し
て
寄

付
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
で
３

回
目
に
な
り
ま
す
が
、
10
年
間

は
続
け
た
い
企
画
で
す
。
ま
た
、

今
年
は
恒
例
の
付
属
校
会
議
・

懇
親
会
の
当
番
校
に
当
た
り
、

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
準
備

に
入
り
ま
し
た
。

　
校
友
連
合
会
主
催
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
や
、
全
国
大
会
・
新
春

の
集
い
な
ど
に
も
参
加
者
を
募

り
「
法
政
」
の
絆
を
更
に
強
く
、

校
友
の
輪
を
拡
げ
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
会
長
　
小
倉
　
久
子
）

　
法
政
大
学
校
友
会
元
会
長
星

野
次
男
さ
ん
が
６
月
18
日
午
後

３
時
50
分
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

享
年
85
歳
。
28
年
生
ま
れ
、
51

年
法
政
大
学
経
済
学
部
卒
業
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
52
年

新
潟
放
送
へ
入
社
、
報
道
局
長
、

役
員
を
歴
任
、
89
年
退
社
。
91

年
法
政
大
学
校
友
会
会
長
に
就

任
、
93
年
法
政
大
学
理
事
、
99

年
退
任
。
著
書
に
「
変
動
す
る

価
値
観
」他
。６
月
20
日
に
通
夜
、

21
日
に
告
別
式
が
行
わ
れ
、
増

田
壽
男
総
長
、
清
成
忠
男
元
総

長
を
は
じ
め
大
学
関
係
者
、
桑

野
秀
光
校
友
連
合
会
長
を
は
じ

め
多
く
の
全
国
の
校
友
が
参
列

し
、
竹
石
松
次
新
潟
放
送
社
長
、

阿
部
鞏
東
京
都
校
友
会
長
が「
別

れ
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
て
お
送

り
し
た
。　
　
　
　（
阿
部
　
鞏
）

①
大
学
の
一
斉
休
暇
（
８
月
13
日

（
火
）
～
８
月
19
日
（
月
））
は

大
学
構
内
に
入
れ
ま
せ
ん
の

で
事
務
局
も
休
み
と
し
ま
す
。

②
ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す

　
　
事
務
局
長
　
惠
良
　
郁
文

　
　
事
務
局
員
　
後
藤
　
直
美

　
　
同
　
　
　
　
中
村
寿
美
子

　
　
同
　
　
　
　
日
向
　
和
子

経
済
学
部
同
窓
会

法
学
部
同
窓
会

 
定
期
総
会
を
開
催

 

柴
田
勲
氏
が
講
演

文
学
部
同
窓
会

 

山
本
有
三
記
念
館
、
鴎
外・

 

太
宰
の
墓
を
訪
ね
る

法
政
高
校
同
窓
会

 

同
窓
会
ク
ラ
ス
委
員
総
会

法
政
二
高
同
窓
会

 

25
年
度
定
時
総
会
開
催

女
子
高
同
窓
会

 「
更
に
強
い
絆
の
も
と
で
」

 

新
役
員
決
ま
る

 

星
野
次
男
さ
ん
逝
去

経
営
学
部
同
窓
会

 

行
事
予
定

社
会
学
部
同
窓
会

 

教
授
会
と
懇
談
会

理
系
同
窓
会

 「
つ
ど
ひ
結
べ
り

 

─
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
」

 

─
理
系
同
窓
会
発
足
記
念
式
典
─

 

イ
ン
ド
探
訪
の
旅

東
京
湾
納
涼
ク
ル
ー
ズ

http://133.25.196.100/

 

春
の
散
策
会
開
く

定
期
総
会
市
ケ
谷
で
開
催

訃　
　
　
報

事
務
局
便
り
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バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

バスケットボール部

　
創
部
１
９
３
４
年
、
体
育
会

の
中
で
も
創
部
が
古
く
伝
統
の

あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
関
東
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟
　
男
子
1
部
リ
ー
グ
、
女
子

５
部
リ
ー
グ
に
所
属
。

　
全
日
本
学
生
、
東
日
本
学
生
、

関
東
学
生
リ
ー
グ
に
お
い
て
、

　
法
政
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
１
９
３
９
年
に
創
部
し
、

こ
れ
ま
で
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て

は
28
回
、
東
日
本
イ
ン
カ
レ
で

９
回
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は

10
回
の
優
勝
記
録
を
持
っ
て
い

ま
す
。

創
部
　
１
９
３
７
年

　
女
子
チ
ー
ム
創
設

　
は
78
年
度
よ
り

　
部
長
　
新
田
誠
吾

（
経
済
学
部
教
授
）

監
督
　
今
井
一
夫

（
77
年
度
卒
）

た
び
た
び
上
位
に
進
出
し
て
お

り
常
に
日
本
学
生
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
全
日
本
学
生
で
の
成
績

は
、
選
手
権
優
勝
が
6
回
、
大

学
対
抗
優
勝
が
１
回
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
大
学
卒
業
後
も
社
会
人

リ
ー
グ
や
国
際
大
会
で
競
技
を

続
け
る
O
B
も
多
く
、
樋
口

時
彦
、
米
田
一
典
、
葛
和
伸
元
、

岩
島
章
博
、
米
山
一
朋
、
熊
田

康
則
、
蔭
山
弘
道
、
大
竹
秀
之
、

青
山
繁
、
南
克
幸
、
朝
日
健
太

郎
、
諸
隈
直
樹
、
古
田
史
郎
な

ど
が
選
手
、
監
督
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
に
は
朝
日
健
太
郎
が

過
去
の
戦
績

■
全
日
本
大
学

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
　
優
勝
1
回
　
準
優
勝
2
回

■
関
東
大
学

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

　 

　
優
勝
　
1
回

■
関
東
大
学

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

　
　
優
勝
　
5
回

（
77
年
度
に
は
3
冠
達
成
）

モ
ッ
ト
ー

　「
楽
し
く
・
愉
快
に
・

　 

妥
協
せ
ず
！
」

チ
ー
ム
名

・
男
子
部

　
O
R
A
N
G
E  

W
I
Z
A
R
D
S

・
女
子
部

　
O
R
A
N
G
E  

W
I
T
C
H
E
S

　
現
在
は
男
子
部
22
人
、
女
子

部
6
人
で
多
摩
校
舎
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
３
面
）、
平
日
は
ナ

イ
タ
ー
練
習
を
含
め
土
・
日
の

全
体
練
習
を
中
心
に
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
今
期
は
「
声
を
だ
せ
　
前
へ
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
常
に
礼
儀

正
し
く
！
元
気
よ
く
！
向
上
心

を
持
ち
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
卒
業
後
は
、
法
政
大
学

卒
業
生
と
し
て
ま
た
体
育
会
経

験
者
と
し
て
常
識
あ
る
社
会
人

部
員
数

・
男
子
部
　
23
人

・
女
子
部
　
18
人
　

　
練
習
は
、
男
子
部
が
武
蔵
小

杉
法
政
大
学
総
合
グ
ラ
ン
ド
に

あ
る
体
育
館
で
19
時
か
ら
22
時

ま
で
。

　
女
子
部
は
、
市
ケ
谷
総
合
体

育
館
5
F
フ
ロ
ア
ー
で
行
っ

て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
特
徴
・
目
標

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
背
の

高
い
人
が
有
利
な
競
技
。

し
か
し
我
が
チ
ー
ム
は

男
女
共
高
さ
が
足
り
な

い
メ
ン
バ
ー
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。

・
男
子
部

　
1
部
復
帰
（
昇
格
）

を
念
頭
に
辛
く
嫌
な
「
走
る
・

走
り
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
リ
ー

グ
戦
で
結
果
を
残
し
目
標
達
成

す
る
た
め
日
々
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

・
女
子
部

　
2
部
復
帰
を
果
た
し
た
今
年

度
は
2
部
上
位
を
目
標
に
、
基

本
を
繰
り
返
し
練
習
し
メ
ン

バ
ー
の
底
上
げ
を
図
り
層
の
厚

い
チ
ー
ム
作
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
リ
ー
グ
戦
は
、
8
月
31

日
～
10
月
27
日
ま
で
の
9

週
間
（
土
日
）
長
丁
場
で

す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

（
監
督　
今
井　
一
夫
）

出
場
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
当
部
は
部
員
28
人
が

所
属
し
て
お
り
、
週
6
日
市
ケ

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
富
士
見
体
育
館

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
選
手
と
し
て
、
鎮
西
高

校
出
身
の
池
田
（
経
営
3
年
）

村
上
（
同
3
年
）、
都
城
工
高

出
身
の
久
保
田
（
同
3
年
）、

東
北
高
出
身
の
小
川
（
法
4
年
）

を
筆
頭
に
全
国
各
地
の
名
門
か

ら
集
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
手
で

構
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
春
の
関
東
1
部
リ
ー

グ
戦
に
お
い
て
、
1
部
リ
ー
グ

上
位
校
で
あ
る
筑
波
大
・
日
体

大
・
慶
應
大
と
善
戦
す
る
も
、

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ず
、

2
部
リ
ー
グ
に
降
格
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
こ
の
残
念
な
結
果
を
受
け
止

め
、
秋
リ
ー
グ
に
向
け
て
4
年

生
を
中
心
と
し
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
一
人
一
人
が
目
的
意

識
を
持
ち
、
自
ら
率
先
し
て
練

習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
で
す
の
で
必
ず
秋
リ
ー

グ
で
昇
格
を
果
た
し
、
最
後
の

全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
結
果
を
残

し
、
か
つ
て
の
「
名
門
・
法
政

大
学
」
の
復
活
を
果
た
す
た
め

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
監
督　
濱
口　
純
一
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

〝
声
を
だ
せ 

前
へ
〟

 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

 

・
ラ
グ
ビ
ー
部

　
東
福
岡
高
校
で
３
年
目
に
し

て
全
国
大
会
に
導
き
、
４
度
の

優
勝
を
も
た
ら
し
た
谷
崎
重
幸

名
監
督
。
82
年
社
会
学
部
を
卒

業
後
、
社
会
科
教
諭
と
し
て
赴

任
。
ラ
グ
ビ
ー
部
統
括
と
し

『
今
』
を
精
一
杯
生
き
る
こ
と

が
、
未
来
に
つ
な
が
る
と
語
り
、

毎
日
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
す
。

 

・
陸
上
競
技
部

　
新
春
の
視
線
を
釘
付
け
に
し

総
合
８
位
で
シ
ー
ド
権
を
見
事

に
獲
得
し
た
箱
根
駅
伝
。
そ
の

成
田
道
彦
陸
上
競
技
部
長
距
離

ブ
ロ
ッ
ク
（
駅
伝
チ
ー
ム
）
監

督
が
陸
上
競
技
部
副
部
長
と
な

り
、
10
年
に
コ
ー
チ
就
任
の
坪

田
智
夫
（
96
年
社
会
学
部
卒
）

氏
が
駅
伝
監
督
に
な
り
指
揮
を

執
り
ま
す
。 話

題
の
監
督
続
々
登
場

秩
父
宮
・
箱
根
・
神
宮  

オ
レ
ン
ジ
の
華

 

・
野
球
部

　『
常
勝
』
黄
金
時
代
再
来
へ

～
仲
間
・
応
援
の
力
を
背
に
神

宮
を
湧
か
せ
～
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
宮
脇
典
彦
経
済
学
部

教
授
が
部
長
に
就
任
し
、
神
長

英
一
助
監
督
（
83
年
経
済
学
部

卒
）
が
昇
任
し
、
優
勝
決
定
戦

に
望
む
も
勝
ち
点
取
れ
ず
惜
敗
。

 

・
水
泳
部

　
学
生
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
わ
れ
る
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
競
技
大
会
が
、
７
月
に

ロ
シ
ア
・
カ
ザ
ン
で
開
催
。
松

原
颯
さ
ん
と
戸
茂
木
美
桜
さ
ん

が
代
表
選
手
に
。
八
塚
明
憲
監

督
（
79
年
社
会
学
部
卒
）
は
11

年
か
ら
、
山
重
美
登
士
総
監
督

（
71
年
社
会
学
部
卒
）
と
共
に

メ
ダ
ル
獲
得
に
貢
献
し
、
日
本

水
泳
連
盟
か
ら
優
秀
コ
ー
チ
と

し
て
表
彰
。
　 （
伊
藤
　
正
義
）

 

臥　
薪　
嘗　
胆

～
名
門
復
活
を
目
標
に
～

　楽しく・愉快に・ 
　　　　 妥協せず！

体 育 会 紹 介シリーズ 第7 回

と
な
り
活
躍
で
き
る
よ
う
に
学

業
と
の
両
立
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
男
子
部
は
、
8

シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
に
1
部
リ
ー
グ

に
復
帰
、
女
子
部
は
部
員
も
揃

い
5
部
に
昇
格
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
東
日
本
学
生
、
全
日

本
学
生
で
の
活
躍
が
期
待
で
き

ま
す
。
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（

監
督　
竹
野
谷　
徹
）

　
大
学
入
学
当
初
か
ら
地
方
公

務
員
を
目
指
し
て
い
た
私
に

と
っ
て
、
夢
だ
っ
た
地
方
自
治

体
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
日
々
は
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
す
。

　
配
属
先
は
、
Ｊ
R
武
蔵
境
駅

に
あ
る
市
政
セ
ン
タ
ー
で
、
戸

籍
や
住
民
票
、
国
民
健
康
保
険

な
ど
、
市
役
所
に
お
け
る
窓
口

業
務
の
多
く
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
覚
え
る
内
容
が
膨
大
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
市
民
に
正

確
な
説
明
を
要
求
さ
れ
る
立
場

に
あ
る
こ
と
に
初
め
は
と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
。

　
窓
口
業
務
は
市
民
に
一
番
近

い
職
場
で
あ
る
た
め
、
常
に
現

場
を
意
識
し
市
民
目
線
で
物
事

を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
職
場

で
す
。
実
際
に
市
民
に
接
す
る

こ
と
で
市
の
良
さ
や
抱
え
る
課

題
を
発
見
で
き
、
市
職
員
と
し

て
働
く
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　
就
職
活
動
時
期
は
、
予
備
校

に
通
い
な
が
ら
試
験
勉
強
に
励

み
ま
し
た
。
民
間
企
業
は
受
け

ず
、
公
務
員
試
験
の
み
を
受
験

し
て
い
た
た
め
、
と
て
も
不
安

だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
な
ぜ
地
方
公
務
員
に
な
り

た
い
の
か
を
改
め
て
考
え
、
臨

ん
だ
結
果
が
今
に
繋
が
っ
て
い

る
と
思
う
と
、
あ
れ
ほ
ど
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
た
時
間
は
本
当
に
貴
重
だ
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

　
齋
藤　
祥
子

武
蔵
野
市
役
所

武
蔵
境
市
政
セ
ン
タ
ー

（
２
０
１
１
年
社
会
学
部
社
会
学
科
卒
）

社
会
人
と
な
っ
て
間
も
な
い
校
友
に
こ
の
厳
し
い
経
済
状
況

下
で
ど
ん
な
活
躍
を
し
て
い
る
か
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

シリーズ

市
民
目
線
で
物
事
を
考
え
る
職
員
を
目
指
し
て

社
会
人
は
今

新
　
２
０
１
１
年
3
月
に
工
学
部

機
械
工
学
科
を
卒
業
し
、
現
在

は
株
式
会
社
A
I
R 

D
O
の
技

術
部
で
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
技
術
部
は
、
航
空
機
の
品
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
自
社
の

運
航
状
況
や
航
空
機
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
B
o
e
i
n
g
社
等

か
ら
発
行
さ
れ
る
情
報
を
基
に
、

対
応
を
検
討
し
、
航
空
機
の
安

全
性
の
確
保
、
信
頼
性
の
改
善

を
行
っ
て
い
る
部
署
で
す
。
航

空
機
の
故
障
を
防
止
す
る
こ
と

で
、
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
な
く
、
運
航
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
未
然
に
不

具
合
を
防
止
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、

今
の
自
分
に
何
が
足
り
な
い
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

母
校
の
名
に
恥
じ
な
い
技
術
者

を
目
指
し
て
、
日
々
の
業
務
に

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
親
や
仲
間
に
、
恩
返

し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
さ
れ

る
学
生
の
皆
様
も
、
こ
れ
ま
で

学
ん
で
き
た
こ
と
や
経
験
し
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
周
り
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆
さ

ん
が
社
会
人
と
い
う
人
生
の
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
応
援
し

て
お
り
ま
す
。

　
平
塚　
　
誠

株
式
会
社
A
I
R 

D
O

技
術
部　
整
備
技
術
グ
ル
ー
プ

（
２
０
１
１
年
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
）

信
頼
さ
れ
る
技
術
者
を
目
指
し
て

　
私
は
現
在
、
全
日
本
空
輸
株

式
会
社
か
ら
A
N
A
エ
ア
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
出
向

し
、
羽
田
空
港
で
働
い
て
い
ま

す
。
空
港
の
業
務
の
最
前
線
で
、

チ
ケ
ッ
ト
カ
ウ
ン
タ
ー
、
搭
乗

の
ご
案
内
、
手
荷
物
の
受
託
等
、

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
客
様
の
安
全
と
安

心
を
第
一
に
、
お
客
様
の
真
意

を
く
み
取
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
日
々
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
会
社
に
入
社
し
た

理
由
は
、
関
連
会
社
へ
の
出
向

に
よ
り
幅
広
い
業
務
を
経
験
し
、

多
く
の
方
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
ら

れ
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　
学
生
時
代
は
体
育
会
バ
ス
ケ

部
の
活
動
に
ひ
た
す
ら
打
ち
込

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
々

の
授
業
も
大
切
に
し
て
い
ま
し

た
。
何
事
も
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ

り
、
就
職
活
動
で
は
そ
の
こ

と
を
前
面
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
志
望
業
界
は
絞
ら
ず
、
新

た
な
発
見
を
求
め
、
様
々
な
企

業
の
説
明
会
に
足
を
運
び
ま
し

た
。

　
今
は
ま
だ
航
空
業
界
の
大
き

さ
と
幅
広
い
業
務
に
戸
惑
う
毎

日
で
す
が
、
日
々
前
進
す
べ
く

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

様
々
な
経
験
を
積
み
、
将
来
は

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
の
経
営

を
支
え
る
存
在
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
岩
﨑　
貴
宏

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

（
A
N
A
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
出
向
）

（
2
0
1
3
年
国
際
文
化
学
部
卒
）

空
港
業
務
の
最
前
線
で
奮
闘
中
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今
年
は
「
新
し
い
卒
業
生
組

織
構
築
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す

る
法
政
大
学
校
友
会
」
の
記
念

す
べ
き
年
で
す
。

　「
第
21
回
・
法
政
大
学
全
国

卒
業
生
の
集
い
埼
玉
大
会
」
が

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
メ
ッ
カ
の

地
、
埼
玉
県
で
開
催
で
き
る
こ

と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
９
月

６
日（
金
）７
日（
土
）８
日（
日
）

３
日
間
は
喜
び
と
感
動
い
っ
ぱ

い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で

い
ま
す
。

　
埼
玉
大
会
最
大
の
演
出
は
日

本
国
・
東
京
都
が
立
候
補
し

て
お
り
ま
す
「
２
０
２
０
年
夏

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
の
開
催
地
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ

に
よ
っ
て
最
終
発
表
さ
れ
る
日

程
と
同
じ
、
９
月
７
日
（
日
）

に
記
念
式
典
・
記
念
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
で
す
！

　
６
日
（
金
）
の
大
会
記
念
ゴ

ル
フ
の
会
場
と
な
る
「
霞
ヶ
関

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
」
は
日
本

国
・
東
京
が
開
催
地
に
決
ま
れ

ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
場
と

な
り
ま
す
。
前
夜
祭
会
場
で
ゴ

ル
フ
の
表
彰
式
、
法
政
Ｏ
Ｇ
の

プ
ロ
歌
手
奈
月
れ
い
さ
ん
の

歌
、
加
須
市
の
ジ
ャ
ン
ボ
鯉
の

ぼ
り
（
１
０
０
Ｍ
）
の
紹
介
（
工

学
部
　
川
口
教
授
）
も
あ
り
話

題
満
載
で
す
！

　
埼
玉
県
の
観
光
も
大
会
会
場

の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
の
近
く
に
企

業
博
物
館
と
し
て
は
日
本
一
の

「
鉄
道
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
で
ワ
ン
メ
ー

タ
ー
の
所
に
世
界
の
ボ
ン
サ
イ

の
メ
ッ
カ
「
盆
栽
村
」
と
「
盆

栽
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

　
大
宮
駅
か
ら
約
20
分
で
、
蔵

づ
く
り
の
街
並
み
全
国
３
位
の

「
小
江
戸
川
越
」
に
着
き
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
の
あ
る
方
に
は

ラ
イ
ン
下
り
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ

４
位
の
「
長
瀞
の
ラ
イ
ン
下
り
」

も
あ
り
ま
す
。

　
映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」
の
舞

台
、
日
本
一
の
円
墳
な
ど
が
あ

る
「
さ
き
た
ま
古
墳
群
」
や
足

袋
蔵
の
町
、
忍
城
の
あ
る
行
田

市
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
A

コ
ー
ス「
忍
城（
お
し
じ
ょ
う
）・

妻
沼
と
小
江
戸
散
策
」
は
普
段

な
か
な
か
行
け
な
い
埼
玉
県
の

名
所
と
、
蔵
づ
く
り
の
街
並
み

全
国
第
３
位
と
人
気
急
上
昇
中

の
川
越
観
光
で
す
。

　
Ｂ
コ
ー
ス
の
「
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
コ
ー
ス
」
は
墨
田
川
ク

ル
ー
ズ
で
普
段
見
ら
れ
な
い
墨

田
川
か
ら
見
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

は
絶
景
で
す
。
展
望
台
に
も
上

が
り
ま
す
。

　
Ｃ
コ
ー
ス
の
「
法
政
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
巡
り
」
は
理
工
学

部
の
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
、
市

ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し
ま

す
。
Ｂ
、
Ｃ
両
コ
ー
ス
で
の
昼

食
は
法
政
Ｏ
Ｂ
社
長
の
上
野
精

養
軒
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
楽
し

め
ま
す
。
上
田
知
事
を
「
お
も

て
な
し
隊
」
隊
長
と
し
て
、
埼

玉
県
校
友
会
全
組
織
を
あ
げ

て
、
参
加
校
友
に
必
ず
「
喜
び

と
感
動
」
を
享
受
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
申
し

上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
第
21
回
法
政
大
学
全
国
卒
業

生
の
集
い
埼
玉
大
会
の
開
催
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
埼
玉
県
は
都
心
か
ら
近
く
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま

れ
、
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

大
会
の
内
容
も
校
友
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

新
た
な
計
画
が
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
勢
の
校
友
が
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

 

（
構
成  

原
田  

和
夫
・
矢
田  

義
徳
）

第21回  法政大学全国卒業生の集い

 ● 9月6日（金）記念ゴルフ大会
●9月7日（土） 大 会 式 典
 ● 9月 8日（日）エクスカーション
主催：法政大学校友連合会　主管：法政大学埼玉県校友会

　
私
学
の
ブ
ラ
ン
ド
は
「
卒
業

生
が
創
る
」
と
の
言
葉
が
有
る
。

　
母
校
法
政
大
学
・
卒
業
生
・

後
援
会
が
一
緒
に
な
り
、
い

よ
い
よ
新
時
代
に
向
け
て
、

O
B
・
O
G
組
織
の
抜
本
的
再

構
築
を
開
始
し
た
。

　
来
年
か
ら
、
新
卒
業
生

７
０
０
０
人
を
毎
年
O
B
・

O
G
組
織
に
迎
え
る
が
、
こ
れ

を
期
に
法
政
大
学
校
友
会
は
他

に
先
駆
け
て
「
一
般
社
団
法
人
」

と
し
て
本
格
的
な
組
織
に
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
我
ら
卒
業
生
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
東
京
六
大
学
に
相
応
し
い

「
校
友
会
館
」
を
建
設
し
、
卒
業

生
の
誇
り
を
形
に
す
る
計
画
。

　
既
に
卒
業
し
た
我
々
も
こ
の

機
会
に
「
終
身
会
費
」
を
納
め

校
友
会
館
建
設
に
参
加
し
よ
う
。

　
現
在
、
法
政
大
学
を
目
指
す

受
験
生
数
は
毎
年
９
万
人
を
数

え
全
国
４
位
の
人
気
で
あ
る
。

　
こ
の
ス
テ
イ
タ
ス
に
相
応
し

い
「
法
政
大
学
校
友
会
」
を
全

卒
業
生
の
参
加
で
創
り
た
い
。

（
副
会
長
　
佐
々
木
　
郁
夫
）

編

集

後

記

校
友
の
み
な
さ
ん

 

彩
の
国
で 「
喜
び
と
感
動 

　
」

第
21
回
法
政
大
学
全
国
卒
業
生
の
集
い

埼
玉
大
会
実
行
委
員
長大

井 

巳
喜
彦

（ 

63 

年
経
済
学
部
卒
）

上田清司埼玉県知事

埼
玉
県
校
友
会
顧
問

（
71 

年
法
学
部
卒
）

TEL : 03-3264-1831   FAX : 03-3264-4770

埼玉大会のお問い合わせ先

法政大学全国
卒業生の集い
埼玉大会実行委員会

◆主　催
　法政大学校友連合会
◆主　管
　埼玉県校友会
◆大会実行委員長
　大井 巳喜彦
　（埼玉県校友会理事長）
◆大会事務局長
　横田 茂
　（同常務理事・事務局長）
◆大会事務局
　〒332-0021 
　埼玉県川口市西川口6-19-19

お申し込み・お問い合わせ先

TEL : 080-6573-5026
FAX : 048-2 1 1-7919
URL : http://www.hosei-saitama.com/
E-mail : info@hosei-saitama.com

「第21回
  法政大学
  全国卒業生の集い
  埼玉大会デスク」

第21回 京王観光株式会社
東京中央支店

 月〜金
 9：00 〜18：00

（土・日・祝日は
  休業）

営業時間

T E L : 03-5312-6540
FA X : 03-5379-0740

〒160-0022
東京都新宿区新宿 2-3-10
新宿御苑ビル2F

担当：鳴嶋（ナルシマ）
　　   八塚（ヤツヅカ）

　　　　 オール法政
ゴルフ大会“総長杯”

最終締切は 8月7日（水）必着 日 時 平成 25 年10月25 日（金）

場 所 霞ヶ関カンツリー倶楽部（西コース）
〒 350-1175 埼玉県川越市大字笠幡 3398
 TEL:049-231-2181  FAX:049-231-4528

締 切 9月20日（金）迄に会費納入と合わせてお願い
いたします。応募多数の場合は先着順となります。

会 費 30,000円（プレイ・朝昼食・パーティ・賞品含）
同封の振込用紙でご入金をお願いします。

（当日キャンセルは返金不可）

!!

エクスカーションのご案内
下記の 3 コースのエクスカーションを設定させていただきました。希望さ
れるお客様は、別紙参加申込書にご記入ください。

● 全コースとも添乗員が同行し、お世話させていただきます。
● 参加費用には旅程表に明示した交通費・入場料・昼食代・乗務員諸経費
　と諸税が含まれています。
● 各コースとも最少催行人員に満たない場合は中止になることもございます
　ので予めご了承ください。

ゴルフ大会のご案内

前夜祭

参加ご希望の方は埼玉大会参加申込書の「ゴルフ欄」にてお申込み願います。
尚、参加人員は、20 組 80 名とさせていただいております。

 ・大宮駅より JR 川越線で約 20 分「川越駅」下車
・「川越駅」より「川越プリンスホテル」経由で送迎
   バスを用意します。

プレイ費（キャディ付き）、諸経費、参加費（記念品・賞品代等）を含みます。
ただし、ゴルフ場での昼食・ドリンク代は個々の精算となります。

〒350-1175 埼玉県川越市大字笠幡 3398

〒350-8501 埼玉県川越市新富町 1-22
 TEL:049-227-1111

 TEL:049-231-2181  FAX:049-231-4528
26,000 円

AM7:30
ダブルペリア方式（18 ホールストロークプレイ）

実行委員会にご一任ください。

PM6:00 より川越プリンスホテルにて「前夜祭」の
中で実施いたします。（前夜祭へのご参加は別途参
加申込書「前夜祭欄」でお申込み願います。」

霞ヶ関カンツリー倶楽部（川越市）

登録費用

集合時間
競技方法

組み合わせ
アクセス

表彰式・
懇親会

ゴルフ場

▶9月 6日（金）

▶9月 6日（金）

▶9月 8日（日）

ご参加費用（お一人様）：8,900円 《最少催行人員 20 名様以上》
忍城・妻沼と小江戸川越散策の旅Aコース

	 8:15	 9:20~10:00	 10:30~11:00

	　　　　　12:10~15:00	　　　　　　  16:20頃	 　　 17:00頃

ご参加費用（お一人様）：12,500円 《最少催行人員 20 名様以上》
東京スカイツリー・東京駅散策と上野精養軒グルメの旅B コース

	 8:30	 9:30~11:30	 11:50~13:20

	 13:30~14:30	 15:15~15:55	 16:15~16:50	 17:30頃

パレスホテル大宮  4F  ローズルーム会　　場

川越プリンスホテル 5F ティーローズ会　　場

川口　衞講　　演

奈月れいステージ

14:00 〜受付開始

8,000 円登録費用

16:00 〜17:30イベント

PM6:00 〜開催時間

田中優子記念講演

鷲宮神社
土師一流　催馬楽神楽

神　　楽

「私見・これからの法政大学
               ─ 2020 年を乗り越えて」

男性会員：12,000円　女性会員：10,000円
家族・同伴者： 8,000 円

大会参加費

18:00〜20:00懇 親  会
20:30 〜  パレスホテル大宮 3F  チェリールーム 2  次  会 
 会費　4,000 円

15:00 〜15:50式　　典

▶9月7日（土）

ご参加費用（お一人様）：9,500円 《最少催行人員 20 名様以上》
法政大学キャンパス巡りと上野精養軒グルメの旅C コース

	 8:45	 9:45~11:15	 12:30~14:00

	 14:15~16:00	  16:20頃	  17:00頃

9
   8

（日） 

9
   8

（日） 

9
   8

（日） 

スタート　東コースアウト・インともに AM8:24

パレスホテル
大宮

パレスホテル
大宮

パレスホテル
大宮

川越（名物うな重の昼食・喜多院参拝・
菓子屋横丁・蔵づくり散策）

浅草（浅草観音と
仲見世散策）

法政大学市ケ谷キャンパス
（学生による学内案内）

日の出桟橋
（隅田川クルーズ）

関東七名城・忍城と
郷土博物館（見学）

東京スカイツリー（展望台からの
眺望とソラマチ散策）

法政大学小金井キャンパス
（学生による学内案内）

東京駅
（一部下車）

東京駅前（丸ビル・
新丸ビル自由散策）

東京駅
（一部下車）

国宝・妻沼聖天山
（参拝）

上野精養軒
（昼食）

上野精養軒
（昼食）

羽田空港

羽田空港

羽田空港

『加須のジャンボ鯉のぼり』

法政大学名誉教授

（法政大学法学部卒）

 

埼
玉
大
会
の

 

開
催
に
あ
た
り

埼玉大会

霞ヶ関カンツリー倶楽部（川越）

大宮盆栽美術館

時の鐘（川越）

忍城址（行田）

羊山公園の芝桜

蔵づくりの街並（川越）

第12回 

法政大学社会学部部長

埼玉県マスコット
         「コバトン」


